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１ 事業の名称 

ＦＳＰＳ 佐久市八風太陽光発電所事業 

 

２ 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

名 称：合同会社ＦＳＰＳ八風 

氏 名：代表社員 一般社団法人長野地域エナジー 職務執行者 髙山 知也 

所在地：長野県飯山市大字飯山2652番地3 

 

３ 調査対象期間 

令和４年12月７日（評価書公告日）から令和５年３月31日 

※事業着手日は令和５年３月１日 

※事後調査項目のうち、水象に係る河川流量及び降水量の調査は評価書公告日前

（令和４年２月）から継続して行っており、植物に係る移植等を行う注目すべき

種の生育状況調査（移植前調査）及び動物に係る移植等を行うチョウ類の幼虫の

食草の生育状況調査（移植前調査）は評価書公告日前の生育状況を確認しやすい

時期（令和４年６月～10月）に行っていることから、その期間も調査対象とする。 

 

４ 事業の概要 

4.1 事業実施区域の位置 

本事業では、事業実施区域（以下「計画地」という。）約54haの太陽光発電所を設

置する計画である。計画地は図4.1-1及び図4.1-2に示すとおり、長野県佐久市香坂字

下岩合390他に位置している。 

 

4.2 事業の種類 

電気工作物の建設 太陽光発電所（敷地面積約54ha） 

※対象事業の要件：敷地面積50ha以上の太陽光発電所の設置 
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図 4.1-1 計画地位置図（広域） 
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図 4.1-2 計画地位置図（周辺） 
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4.3 工事工程及び工事の進捗状況 

工事の進捗状況は、表4.3-1、図4.3-1及び写真4.3-1～写真4.3-2(1)～(4)に示すと

おりである。 

調査対象期間においては、準備工、伐採工事、防災工事を行った。 

準備工は、現場事務所の建方、工区別の基準点測量、工事区域への立ち入り禁止柵

（仮囲い）の設置を行った。伐採工事は、調整池や排水路の設置に伴う１次伐採、な

らびに伐採木の玉切り、集積、搬出、伐根作業を行った。防災工事は、降雨の際に地

形なりに直接区域外に流出してしまう流域の100年降雨確率排水路施工のための２次

伐採を行った。 

評価書提出時点の計画では、令和５年３月に準備工を１ヶ月程度行った後に、令和

５年４月から防災工事や伐採工事に着手する予定であったが、必要な箇所の準備工を

行いながら、令和５年３月から順次防災工事や伐採工事を実施することとした。 
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表 4.3-1 工事の進捗状況（令和５年３月 31 日時点） 

 

 

 

  

A　土木造成工事

B　太陽光発電設備設置工事

C　特高変電所設置工事

受電

D　試運転調整

系統連系開始

延べ年 1 2 3

延べ月 1 2 3 4 5 12 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11 24 25 26 27 28 2918 19 20 21 22 23

年 令和5 令和6 令和7

月 3 4 5 6 7 2 3 4 5 6 78 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 78 9 10 11 12 1

準備工

防災工事

　土砂濁水流出防止工

　流末・調整池工

　排水工

　環境対策工

伐採工事

造成工事、法面工事

試験調整

安全管理審査

架台設置工

太陽光パネル（モジュール）設置工

パワーコンディショナ・一次変圧設備工

二次変圧設備工

送電線（地下埋設）工

受電

連系開閉設備工

使用前自主検査

　土工事

　管理道路工

　防護柵工

　雑工

　片付け工

基礎工事

上段：評価書の計画

下段：実績

▼ R5.3.31時点
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図 4.3-1 工事の進捗状況（令和５年３月 31 日時点） 
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※写真赤枠①～④範囲の工事の進捗状況は写真 4.3-2(1)～(4)参照。 

写真 4.3-1 工事の進捗状況写真（全景：令和５年３月 31 日時点） 
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写真 4.3-2(1) 工事の進捗状況写真（№１・№３調整池まわり：令和５年３月 31 日時点） 
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写真 4.3-2(2) 工事の進捗状況写真（№２調整池まわり：令和５年３月 31 日時点） 
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写真 4.3-2(3) 工事の進捗状況写真（№８調整池まわり：令和５年３月 31 日時点） 
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写真 4.3-2(4) 工事の進捗状況写真(チップヤード･№７調整池まわり：令和５年３月 31 日時点) 
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５ 事後調査の実施状況 

評価書に示した本事業の工事中及び存在・供用時における事後調査の実施時期は

表5-1に、工事工程及び事後調査の進捗状況は表5-2に示すとおりである。 
 

表 5-1 事後調査の実施時期 

環境要素 区分 調査項目 

年度 

R4 
(2022) 

R5 
(2023) 

R6 
(2024) 

R7 
(2025) 

R8 
(2026) 

R9 
(2027) 

大気質 
存在・ 
供用時 

気 温  ○  ○   

騒 音 工事中 建設作業騒音（環境騒音）  ○     

水 質 

工事中 

濁 水 
浮遊物質量（SS） 

河川流量 
 ○     

アルカリ排水 
水素イオン濃度（pH） 
河川流量 

 ○     

存在・ 
供用時 

全亜鉛、河川流量      ○ 

水 象 
工事中 
存在・ 

供用時 

河川流量、降水量 ● ○ ○ ○ ○ ○ 

地下水位 ● ○ ○ ○ ○ ○ 

水面利用等  ○ ○ ○ ○ ○ 

植 物 

工事中 
存在・ 

供用時 

在来種の地域個体による植栽及び緑

化の状況 
 ○ ○ ○ ○ ○ 

移植等を行う注目すべき種の生育状
況（ﾔﾏﾄﾃﾝﾅﾝｼｮｳ、ﾊﾅﾈｺﾉﾒ、ｻｸﾗｿｳ※、ｺｶ

ﾓﾒﾂﾞﾙ※、ｵﾆﾋｮｳﾀﾝﾎﾞｸ） 

● ○ ○ ○ ○ ○ 

侵略的外来種の生育状況  ○ ○ ○ ○ ○ 

改変区域境界の林縁の形成状況  ○ ○ ○ ○ ○ 

存在・ 

供用時 
シカの食害発生状況    ○ ○ ○ 

動 物 

工事中 
存在・ 

供用時 

注目すべき種（哺乳類：ｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ）の
生息状況 

 ○ ○ ○   

注目すべき種（昆虫類：ﾐｽﾞｽﾏｼ、ｹﾞﾝｼ
ﾞﾎﾞﾀﾙ、ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ）の生息状況 

 ○ ○ ○   

幼虫の食草の移植等を行う注目すべ
き種（昆虫類：チョウ類）の生息状況 

● ○ ○ ○ ○ ○ 

成虫の移設を行う注目すべき種（昆虫
類：チョウ類）の生息状況 

● ○ ○ ○ ○ ○ 

注目すべき種（希少猛禽類：ﾊｲﾀｶ、ﾊﾁ

ｸﾏ、ｵｵﾀｶ）の繁殖状況 
● ○ ○    

存在・ 

供用時 

シカ等大型哺乳類の移動利用状況    ○ ○ ○ 

鳥類の生息状況    ○   

生態系 

工事中 
存在・ 

供用時 

在来種の地域個体による植栽及び緑

化（典型性の指標種）の状況 
 ○ ○ ○ ○ ○ 

サクラソウ※（特殊性の指標種）の生育
状況 

      

侵略的外来種の生育状況  ○ ○ ○ ○ ○ 

改変区域境界の林縁状況  ○ ○ ○ ○ ○ 

オオタカ（上位性の指標種）の繁殖状
況 

● ○ ○    

存在・ 

供用時 

シカの食害発生状況    ○ ○ ○ 

ニホンジカ（典型性の指標種）の移動

利用状況 
   ○ ○ ○ 

景 観 
工事中 
存在・ 

供用時 

主要な眺望景観  ○  ○   

温室効果

ガス等 

存在・ 

供用時 
温室効果ガス削減の程度    ○   

その他の
環境要素

（光害） 

存在・ 
供用時 

反射光    ○   

注1)太枠は本報告書に記載する内容を示す。 
注2)●：実施済み ○：実施予定年度 
  ※：サクラソウは、現地確認により生育地点と改変区域を精査した結果、生育地点は非改変域となったため、移植

等対象から除外した。また、コカモメヅルは改めて現況（移植等実施前）における生育状況を確認した結果、
生育が確認されなかったため、事後調査対象から除外した。 
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

準備工事

防災工事

　土砂濁水流出防止工

　流末・調整池工

　排水工

　環境対策工

伐採工事

造成工事、法面工事

　土工事

　管理道路工

　防護柵工

　雑工

　片付け工

基礎工事

架台設置工

太陽光パネル（モジュール）設置工

パワーコンディショナー・一次変圧設備工

二次変圧設備工

送電線（地下埋設）工

連系開閉設備工

受電

使用前自主検査

試験調整

安全管理審査

大気質
存在・
供用時

騒　音 工事中

濁水
浮遊物質量（SS）
河川流量

アルカリ排水
水素イオン濃度（pH）
河川流量

存在・
供用時

存在・
供用時

景　観
工事中
存在・
供用時

温室効果ガ
ス等

存在・
供用時

その他の環
境要素

（光害）

存在・
供用時

注）赤枠は本報告書に記載する内容を示す。

主要な眺望景観

温室効果ガス削減の程度

光　害

事後調査報告書の提出時期

生態系

工事中
存在・
供用時

在来種の地域個体による植栽及び緑化（典型性の指標種）
の状況

侵略的外来種の生育状況

改変区域境界の林縁状況

オオタカ（上位性の指標種）の繁殖状況

存在・
供用時

シカの食害発生状況

ニホンジカ（典型性の指標種）の移動利用状況

動　物

工事中
存在・
供用時

注目すべき種（哺乳類：ｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ）の生息状況

注目すべき種（昆虫類：ﾐｽﾞｽﾏｼ、ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ）の
生息状況

幼虫の食草の移植等を行う注目すべき種（昆虫類：チョウ
類）の生息状況

成虫の移設を行う注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の生
息状況

注目すべき種（希少猛禽類：ﾊｲﾀｶ、ﾊﾁｸﾏ、ｵｵﾀｶ）の繁殖状
況

存在・
供用時

シカ等大型哺乳類の移動利用状況

鳥類の生息状況

水面利用等

植　物

工事中
存在・
供用時

在来種の地域個体による植栽及び緑化の状況

移植等を行う注目すべき種の生育状況（ﾔﾏﾄﾃﾝﾅﾝｼｮｳ、ﾊﾅﾈｺ
ﾉﾒ、ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ、ｵﾆﾋｮｳﾀﾝﾎﾞｸ）

侵略的外来種の生育状況

改変区域境界の林縁の形成状況

シカの食害発生状況

事
後
調
査
工
程

気　温

建設作業騒音（環境騒音）

水　質

工事中

全亜鉛
河川流量

水　象
工事中
存在・
供用時

河川流量
降水量

地下水位

令和９年度（2027年度）
令和10年度

（2028年度）

月

工
事
工
程

土木造成工事

太陽光発電設備設置工事

特高変電所設置工事

試運転調整

年 令和４年度（2022年度） 令和５年度（2023年度） 令和６年度（2024年度） 令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度）

時期 工事着手前 工事中 供用後

受電

系統連系開始

夏季１ヶ月間

工事開始７ヶ月目

夏季１ヶ月間

調整池工事中に１回

工事期間中全体（連続） 工事完了後３年間（連続）＊藤巻建設殿にて継続調査

漁期終了後１回

植栽及び緑化の実施後３季各１回（春季、夏季、秋季）＊R5年度は植栽及び緑化

の状況を踏まえて調査時期を設定

工事完了後３年間３季各１回（春季、夏季、秋季）＊種の状況を踏まえて調査時期を設定

移植前調査 移植
各種の地上部出現期間各月１回（ﾔﾏﾄﾃﾝﾅﾝｼｮｳ、ﾊﾅﾈｺﾉﾒ、ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ）／展葉期～落葉期各月１回（ｵﾆﾋｮｳﾀﾝﾎﾞｸ）

＊種の生育状況を踏まえて調査時期を設定

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に応じ

て調査時期を設定

工事期間中３季各１回（春季、夏季、秋季）＊R5年度は改変状況を踏まえて調査時期を設定

工事完了後３年間、４季各１回（春季、夏季、秋季、冬季）

移植前調 移植 食草となるﾜﾚﾓｺｳの生育盛期を含み、

成虫の発生期１回

食草となるﾜﾚﾓｺｳの生育盛期を含み、成

虫の発生期１回

適期１回 適期１回

適期１回（ﾐｽﾞｽﾏｼ、ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ）

工事完了後１年間、４季各１回（春季、繁殖期、秋季、冬季）

工事完了後３年間、４季各１回（春季、夏季、秋季、冬季）

着葉期１回 落葉期１回

太陽光発電開始後から１年間

夏至１回（６時頃）

提出作成
調査結果整理

提出
作成

提出
作成 提出作成

提出
作成

調整池工事を目的とした防災施設設置期間に１回（日常的な降水時）

調整池工事中に１回
コンクリート工事（調整池の底盤、堰堤等の**、ﾀﾞﾌﾞﾙｳｫｰﾙ堰堤調整池を予
定する№5-7調整池の支持地盤強度を確保するための地盤改良工事中に１回
（平常時）

工事完了後３年目
降水量が比較的安定している時期（平常時）

漁期終了後１回 漁期終了後１回 漁期終了後１回 漁期終了後１回

＊R4.2から継続調査

工事完了後３年間、３季各１回（春季、夏季、秋季）

工事期間中全体（連続） 工事完了後３年間（連続）

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に応

じて調査時期を設定

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に応じ

て調査時期を設定

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に応じ

て調査時期を設定

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に応じ

て調査時期を設定

工事完了後３年間、３季各１回（春季、夏季、秋季）

着葉期１回 落葉期１回

適期１回（ﾐｽﾞｽﾏｼ、ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ） 適期１回（ﾐｽﾞｽﾏｼ、ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ）

適期１回

適期１回 適期１回 適期１回

食草となるﾜﾚﾓｺｳの生育盛期を含み、

成虫の発生期１回

食草となるﾜﾚﾓｺｳの生育盛期を含み、

成虫の発生期１回

食草となるﾜﾚﾓｺｳの生育盛期を含み、

成虫の発生期１回

兆候確認 ２回（求愛・造巣期、巣内育雛期） ２回（求愛・造巣期、巣内育雛期）

提出
（今回）

作成

移植前調査

植栽及び緑化の実施後３季各１回（春季、夏季、秋季）＊R5年度は植栽及び緑化

の状況を踏まえて調査時期を設定 工事完了後３年間、３季各１回（春季、夏季、秋季）

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に応じ

て調査時期を設定

工事期間中３季各１回（春季、夏季、秋季）＊R5年度は改変状況を踏まえて調査時期を設定

工事完了後３年間、４季各１回（春季、夏季、秋季、冬季）

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に応じ

て調査時期を設定
種子散布する結実期前の年２回＊出現種に

応じて調査時期を設定

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に

応じて調査時期を設定

種子散布する結実期前の年２回＊出現種に

応じて調査時期を設定

工事完了後３年間、３季各１回（春季、夏季、秋季）

兆候確認 ２回（求愛・造巣期、巣内育雛期） ２回（求愛・造巣期、巣内育雛期）

工事完了後３年間、４季各１回（春季、夏季、秋季、冬季）

表 5-2 工事工程及び事後調査の進捗状況 
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６ 事後調査 

6.1 水 象 

(1) 調査目的及び調査内容 

工事中における水象の事後調査内容のうち、本報告書で報告する内容は、表6.1-1

に示すとおりである。 

調査地点は、表6.1-2及び図6.1-1に示す地点とした。 

本報告では、工事着手後の令和５年３月の１ヶ月間に観測した河川流量及び地下水

位、降水量の状況を報告する。なお、河川流量、降水量については、評価書に記載の

調査期間（令和３年１月28日～令和４年１月31日）以降も継続して観測を行っている

ため、その結果も含めて報告する。 

 

表6.1-1 水象の事後調査内容（工事中） 

環境要素 調査項目 調査方法 調査期間等 

水 象 

河川流量 

JIS K0094 及び JIS B7553 に基づく方

法、もしくは「建設省河川砂防技術基

準（案）同解説、調査編」に定める方

法 

工事期間中全体 

(連続) 

地下水位 
観測井を設け自記式水位計により、地

下水位を測定する方法 

工事期間中全体 

(連続) 

降水量 
「地上気象観測指針」（平成 14 年３月、

気象庁）に定める方法 

工事期間中全体 

(連続) 
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表6.1-2 水象の事後調査地点及びその選定理由（工事中） 

調査項目 地点番号 選定理由 

河川流量 

№Ⅰ 

計画地上流側の香坂川の流量の変化を把握するため、評

価書段階で現地調査を行った地点と同じ地点を選定す

る。 

№Ⅱ 

計画地下流側の香坂川の流量の変化を把握するため、評

価書段階で現地調査及び予測を行った地点と同じ地点を

選定する。 

№Ⅲ 

計画地内中央付近に存置する主要な水路において、計

画地内の上流側の流量の変化を把握するため、評価書

段階で現地調査を行った地点と同じ地点を選定する。 

№Ⅳ 

№Ⅴ 

№Ⅲの下流側であり、調整池設置範囲の直上流の流量

の変化（調整池で流量調整される前の流量の状況）を

把握するため、評価書段階で現地調査を行った地点に

近い地点を選定する。 

地下水位 
K-1 

K-2 

計画地下流側の地下水位の変化を把握するため、評価

書段階で現地調査を行った地点を選定する。 

降水量 W 

計画地及びその周辺における降水の現状を把握する

ために選定する。 

なお、評価書の事後調査計画では、計画地南東側の既

設発電所内に選定することとしていたが、既設発電所

の撤去に伴い調査機器の電源確保が困難となる事由

で、令和４年 11 月より調査地点を移動し、継続的に

調査を行うこととした。直線距離で約 500ｍ、同標高

での移動である。 

 

(2) 調査実施日・期間 

調査実施日・期間は、表6.1-3に示すとおりである。 

 

表6.1-3 水象の事後調査実施日・期間 

調査項目 調査実施日・期間 備 考 

河川流量 
令和４年２月１日 

～令和５年３月31日 

評価書に記載の調査期間（令和３年１月 28

日～令和４年１月 31 日）以降も継続して観

測を行っているため、その結果も含めて報

告する。 

地下水位 
令和５年３月１日 

～令和５年３月 31 日 

評価書に記載の調査期間（平成 30年 10月 31

日～令和２年１月 23 日）以降、観測を中止

したが、令和５年２月 27 日に観測機器を交

換し、観測を再開した。 

降水量 
令和４年２月１日 

～令和５年３月 31 日 

河川流量の調査と合わせて評価書に記載の

調査期間（令和３年１月 28 日～令和４年１

月 31 日）以降も継続して観測を行っている

ため、その結果も含めて報告する。 
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(3) 調査結果 

① 河川流量 

ア 河川流量の変動 

河川流量（連続）の調査結果は、図6.1-2(1)～(2)に示すとおりである。 

香坂川の調査地点である№Ⅰ（上流側）と№Ⅱ（下流側）の流量は、下流側の№Ⅱ

の流量が多く、まとまった降水の直後には流量が増加する傾向を示していた。また、

№Ⅰと№Ⅱの流量の変動は類似の傾向を示していた。 

計画地内の主要な水路の調査地点である№Ⅲ（上流側）と№Ⅳ・Ⅴ（下流側）の流

量は、上流側の№Ⅲは降水の直後に増加した後に顕著に減少し、下流側の№Ⅳ・Ⅴ（№

Ⅳ＋№Ⅴ）の同期間の流量は減少の程度が緩やかであった。また、№Ⅲと№Ⅳ・Ⅴの

流量の変動は若干異なる傾向を示していた。例えば、№Ⅲの流量は令和４年９月下旬

の降水後に９月末にかけて比較的短期間で減少していたが、№Ⅳ・Ⅴ（№Ⅳ＋Ⅴ）の

流量は11月下旬にかけて緩やかに減少していた。 

以上のような流量の傾向は、評価書で報告した内容と同様であった。 
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■参考：評価書での報告（令和３年１月28日～令和４年１月31日） 
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■事後調査での報告（令和４年２月１日～令和５年３月31日）＊工事着手は令和５年３月１日 
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図6.1-2(1) 香坂川における河川流量（連続）の調査結果（№Ⅰ、№Ⅱ） 

工事着手 R5.3.1 
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■参考：評価書での報告（令和３年１月28日～令和４年１月31日） 
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■事後調査での報告（令和４年２月１日～令和５年３月31日）＊工事着手は令和５年３月１日 
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図6.1-2(2) 計画地内の主要な水路における河川流量(連続)の調査結果(№Ⅲ、№Ⅳ、№Ⅴ) 

工事着手 R5.3.1 
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イ 流出高と地下水流出量 

河川流量（連続）の調査地点の流域面積は表6.1-4に、調査地点の流域図は図6.1-3

に、調査地点の流出高注1は図6.1-4に示すとおりである。 

水収支の観点からは、降水後の河川流量(Q)のうち、直接流出量(Qs)を除けば、降

水の少ない時期には、ほぼ基底流量だけとなる。そのため、降水の少ない時期に観測

した河川流量は、ほぼ地下水流出量(Qg)から成るとみなすことができるため、流域か

らの地下水流出量の把握が可能となる。関係式を示すと以下のとおりである。 

 

降水のある時期の河川流量  Q＝Qs（直接流出量）＋Qg（地下水流出量） 

降水の少ない時期の河川流量 Q≒Qg（地下水流出量） 

 

降水の少ない令和５年１月～２月の各調査地点の流出高は、№Ⅰ、Ⅱ及び№Ⅳ＋Ⅴ

で0.5～１㎜/day程度、№Ⅲで0～0.5㎜/day程度であった。この時期の流出量はほぼ

地下水流出量であり、さらには渇水比流量とみなすことができると考えられる。 

なお、渇水比流量とは、年間355日はその量を下らない流出量をいい、黒沢俊一注2

によれば我が国の渇水比流量は1.1～1.4mm/dayであるとしている。渇水比流量は地下

水流出量とみなすことができるため、我が国の平均的な地下水流出量は約1mm/dayで

あるといえる。よって、№Ⅰ、Ⅱ及び№Ⅳ＋Ⅴの流域における地下水流出量は我が国

の平均的な地下水流出量よりはやや少ないが、気象条件や対象流域の位置にも影響さ

れるので一概には比較できない。 

以上を踏まえ、降水の少ない時期に観測した河川流量がほぼ地下水流出量であると

考えると、調査地域の調査期間における地下水流出に関わる地下水涵養量注3は0.5

～1㎜/day程度と考えられる。 

以上のような流出高の傾向は、評価書で報告した内容と同様であった。 

 

 
注 1 流出高(㎜/day)とは、流出量（河川流量）を調査地点の流域面積で除した値である。流出量の単位を単

位時間当たりの水量、例えば m3/s で表すことがあるが、この単位を用いると大流域と小流域では流出量

の比較が困難になる。流出高は流域面積の違いによる流域の流出量の差異を比較するなどの場合に用い

る。 
注 2 「水資源総論」（昭和 37 年、水理科学研究所編）における P37～57 の著者である黒沢俊一の記載より 
注 3 地下水涵養とは、地下水面上や飽和帯の境界面上で飽和帯に、降水などにより水が付加される過程を指

し、水が付加される量を地下水涵養量という。その量の単位は通常、流出高と同様に単位時間当たりの

水の高さ、例えば mm/day で表す。 
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表6.1-4 河川流量（連続）の調査地点の流域面積 

地 点 流域面積(km2) 

№Ⅰ  5.566 

№Ⅱ 10.431 

№Ⅲ  0.092 

№Ⅳ  0.183 

№Ⅴ  0.016 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 ● 河川流量（連続）の調査地点（№Ⅰ～Ⅴ） 

黄色塗りの範囲は、№Ⅰの流域範囲 

紫色塗りの範囲は、計画地の主要な水路地点 No.Ⅲ～Ⅴの流域範囲 

斜線の範囲は、№Ⅱの流域範囲 

 

図6.1-3 河川流量（連続）の調査地点の流域図 

 

 

 

№Ⅰ 
5,566km2 

№Ⅲ 
0.092km2 

№Ⅳ 
0.183km2 

№Ⅴ 
0.016km2 

№Ⅱ 
10.431km2 

河川流量（連続）の調査地点の流域図 
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■参考：評価書での報告（令和３年１月28日～令和４年１月31日） 
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■事後調査での報告（令和４年２月１日～令和５年３月31日）＊工事着手は令和５年３月１日 
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注）左軸は流出高は対数目盛であり本図では対数目盛線を表示している。右軸の日降水量は均等目盛

であり図中の目盛線とは一致しない。 

図6.1-4 流出高の調査結果(№Ⅰ～№Ⅴ) 

工事着手 R5.3.1 
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② 地下水位 

計画地内に設置した観測井の諸元は、表6.1-5に示すとおりである。 

観測井では、計画地内に全域的に分布している土質区分であるsg3（玉石混じりシ

ルト質砂礫）を含む砂礫層の地下水位を対象に観測した。 

観測井における地下水位調査結果は、図6.1-5(1)～(2)に示すとおりである。 

K-1 においては、令和５年３月１日の事後調査開始から３月31日まで水位はほと

んど変化がなかった。 

K-2 においては、令和５年３月１日の観測開始から３月24日まで水位はほとんど

変化がなかったが、まとまった降水により３月25日以降に水位が一時的に上昇し

た。 

K-2のように降水後にその影響で地下水位が上昇する傾向は、評価書で報告した内

容と同様であった。 

 

表6.1-5 計画地内に設置した観測井の諸元 

調査地点 
（観測井） 

孔口標高 深 度 
スクリーン 
設置深度 

主な対象層 

K-1 T.P.+916.29m 
T.P.+903.94m 
(G.L.-12.35m) 

T.P.+903.94m 
  ～+913.79m 
(G.L.-12.35m 

     ～-2.50m) 

火山砕屑物２ 
（sg2、sg3） 

K-2 T.P.+912.33m 
T.P.+902.03m 
(G.L.-10.30m) 

T.P.+902.03m 
  ～+911.83m 
(G.L.-10.30m 

     ～-0.50m) 

火山砕屑物２ 
（sg3） 

注）主な対象層の sg2、sg3 はともに砂礫層であり、主な土質は sg2 が玉石混じり火山灰質シルト質砂礫、

sg3 が玉石混じりシルト質砂礫となっている。 
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■参考：評価書での報告（平成30年10月31日～令和２年１月23日） 
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図6.1-5(1) 地下水位（連続）の調査結果（観測井K-1、K-2） 
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■事後調査での報告（令和５年３月１日～３月31日）＊工事着手は令和５年３月１日 
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図6.1-5(2) 地下水位（連続）の調査結果（観測井K-1、K-2） 
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③ 降水量 

河川流量（連続）の調査期間（令和４年２月～令和５年３月）における降水量の調

査結果は、表6.1-6に示すとおりである。月間降水量は2.5mm（令和５年１月）～155.5mm

（令和４年９月）の範囲にあり、年間（12ヶ月間）降水量は903.5mm～928.5mmであった。 

 

表6.1-6 降水量の調査結果（地点Ｗ） 

■参考：評価書での報告（令和３年１月27日～令和４年１月31日） 

調査 
地点 

調査期間 
有効測
定日数 

測定 
時間 

期間値 
１時間値 
の最高値 

日間値 
の最高値 

(日) (時間) (mm) (mm) (mm) 

計画地
内南東
側の既
設発電
所内 

R3 

１月   5   120     0.0  0.0   0.0 

２月  28   672    24.5  3.5  15.5 

３月  31   744   104.5 14.0  34.5 

４月  30   720    33.5  4.0  17.5 

５月  31   744   107.5 13.5  31.5 

６月  30   720   114.5  8.5  26.5 

７月  31   744   166.0 22.5  56.5 

８月  31   744   247.5 13.5 114.0 

９月  30   720   152.5 11.0  35.0 

10 月  31   744    50.5  7.0  12.5 

11 月  30   720    18.0  4.0  11.5 

12 月  31   744    63.0  6.5  18.5 

R4 １月  31   744     7.0  2.0   7.0 

期間値 370 8,880 1,089.0 22.5 114.0 

 

■事後調査での報告（令和４年２月１日～令和５年３月31日） 

調査 
地点注1) 

調査 
期間注 2) 

有効測
定日数 

測定 
時間 

期間値 
１時間値 
の最高値 

日間値 
の最高値 

(日) (時間) (mm) (mm) (mm) 

Ｗ 

R4 

２月  28   672    30.5  1.5  11.0 

３月  31   744    44.0  4.0  18.5 

４月  30   720   107.5  6.5  25.5 

５月  31   744    77.5  6.5  19.0 

６月  30   720   148.5 19.0  33.0 

７月  31   744   141.0 18.5  39.0 

８月  31   744   116.5 13.5  37.5 

９月  30   720   155.5 11.0  45.5 

10 月  31   744    46.5  5.0  26.5 

11 月  30   720    55.0  4.0  19.5 

12 月  31   744     3.0  1.0   1.0 

R5 

１月  31   744     2.5  0.5   1.0 

２月  28   672     6.0  0.5   3.0 

３月  31   744    69.0  4.5  23.5 

期間値① 365 8,760   928.0 19.0  45.5 

期間値② 365  8,760   903.5 19.0  45.5 

期間値③ 365  8,760   928.5 19.0  45.5 
注1)評価書の事後調査計画では、計画地南東側の既設発電所内に選定することとしていたが、既設発電所

の撤去に伴い調査機器の電源確保が困難となる事由で、令和４年11月より調査地点を移動し、継続的

に調査を行うこととした。直線距離で約500ｍ、同標高での移動である。 

注2)期間値①：R4.2.1～R5.1.31、期間値②：R4.3.1～R5.2.28、期間値③：R4.4.1～R5.3.31 
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(4) 環境保全措置の実施状況 

水象に係る環境保全措置の実施状況は、表6.1-7に示すとおりである。 

 

表6.1-7 環境保全措置（工事による影響）の実施状況 

環境保全措置 
評価書に記載した 

環境保全措置の内容 

環境保全措置

の種類注) 
環境保全措置の実施状況 

雨水浸透施設

の設置 

極力雨水浸透を促進する

よう、現場で浸透試験を

行い浸透強度を定量的に

把握したうえで、パネル

用地等に設置する排水溝

等に雨水浸透施設（円筒

ます 20 ヶ所程度）を設置

する。 

低 減 

雨水浸透施設（円筒ます）の有効

配置を検討するため、土質分類的

に異なる６地点を選定し、土研法

の定水位法による現地浸透試験

を行った。 

その結果を元に、雨水浸透施設

（円筒ます）の設計浸透量を算定

し、配置計画を策定した。 

令和５年度以降、工事の進捗状況

にあわせて設置を進める予定で

ある。 

注）環境保全措置の種類 

   回 避：全部または一部を行わないこと等により、影響を回避する。 

   低 減：継続的な保護または維持活動を行うこと等により、影響を低減する。 

   代 償：代用的な資源もしくは環境で置き換えまたは提供すること等により、影響を代償する。 
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(5) 環境影響評価の予測結果との比較 

環境影響評価の予測結果と事後調査結果との比較は、表6.1-8に示すとおりである。 

なお、現時点では、河川流量や地下水位の顕著な変化はみられておらず、評価書に

記載した環境保全措置や事後調査計画の見直しはない。 

 

表6.1-8 予測結果と事後調査結果との比較（工事による影響） 

項 目 予測結果 事後調査結果 

河川流量 
地下水位 

本事業は、計画地面積約 54.01ha のう
ち、約 11.1ha（約 21％）の切盛造成（調
整池の掘削を含む）や約 24.6ha（約 46
％）の伐採による土地改変を行う計画
である。 
河川流量や地下水位への影響、水面利
用等（香坂川の漁業等利用）への影響
については、伐採工事に伴い、山林か
ら徐々に裸地または草地に移行するた
め、現状の水収支が変化し、蒸発散量
が減少し、流出量等が増加すると考え
られるが、裸地化又は草地化すると、
流出量のうち雨水の表面流出量が増加
し、地下への流出量（浸透量）が減少
する可能性がある。河川への地下水流
出の形態は、計画地の流域に対する面
積割合は約５％であることから、仮に
計画地での地下水浸透（涵養）が全く
図られない場合、香坂川下流側の№Ⅱ
において、計画地の表面流出量が増加
するため河川流出量が最大で５％近く
増加し、一方で地下水流出量が最大で
５％近く減少するおそれがある。 
このため、事業計画においては、水象
への影響を極力抑えるよう、「集水域の
確保」、「主要な沢筋の存置」、「浸透能
（表面流出率）の変化の低減」、「切盛
範囲・切盛高、掘削範囲・掘削高の抑
制」、「掘削時の地下水湧出の抑制」と
いった造成上の配慮を行う計画であ
る。 
さらに、工事の実施にあたっては、「⑥ 
環境保全措置の内容と経緯」に示した
ように、事業者としてできる限り環境
への影響を緩和するため、「雨水浸透施
設の設置」といった環境保全措置を講
じる計画である。 
以上のことから、工事中における土地
改変等による河川流量、地下水位への
影響については、事業者の実行可能な
範囲内でできる限り回避及び低減さ
れ、環境保全への配慮が適正になされ
ていると評価する。 

事業着手に合わせて、令和５年３月から
河川流量及び地下水位の調査を開始し
た。なお、河川流量の調査は、評価書に
記載した調査期間（令和３年１月 28 日
～令和４年１月 31 日）以降も継続して
観測を行った。 

 
＜河川流量＞ 
香坂川の調査地点である№Ⅰ（上流側）
と№Ⅱ（下流側）の流量は、下流側の№
Ⅱの流量が多く、まとまった降水の直後
には流量が増加する傾向を示していた。
また、№Ⅰと№Ⅱの流量の変動は類似の
傾向を示していた。 
計画地内の主要な水路の調査地点であ
る№Ⅲ（上流側）と№Ⅳ・Ⅴ（下流側）
の流量は、上流側の№Ⅲは降水後に顕著
に減少し、下流側の№Ⅳ・Ⅴ（№Ⅳ＋№
Ⅴ）の同期間の流量は減少の程度が緩や
かであった。 
また、降水の少ない令和５年１月～２月
の各調査地点の流出高は、№Ⅰ、Ⅱ及び
№Ⅳ＋Ⅴで 0.5～１㎜/day 程度、№Ⅲ
で 0～0.5 ㎜/day 程度であった。降水の
少ない時期に観測した河川流量がほぼ
地下水流出量であると考えると、調査地
域の調査期間における地下水流出に関
わる地下水涵養量は 0.5～1 ㎜/day 程度
と考えられる。 
以上のような河川流量、流出高の傾向
は、評価書で報告した内容と同様であ
り、令和５年３月末時点までに顕著な変
化はみられていない。 

 
＜地下水位＞ 
観測井 K-1（計画地西側）及び K-2（計
画地南側）における令和５年３月１日の
観測開始から１ヶ月間の地下水位は、
K-1 の水位はほとんど変化がなく、K-2
の水位はまとまった降水後に一時的な
上昇がみられた。 
K-2 のような地下水位の傾向は、評価書
で報告した内容と同様であり、令和５年
３月末時点までに顕著な変化はみられ
ていない。 
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6.2 植 物 

(1) 調査目的及び調査内容 

工事中における植物の事後調査内容のうち、本報告書で報告する内容は、表6.2-1

に示すとおりである。 

調査地点は、表6.2-2に示す地点とした。 

本報告では、移植等を行う注目すべき種の生育状況のうち、移植前の生育状況につ

いて報告する。 

 

表6.2-1 植物の事後調査内容（工事中） 

環境要素 調査項目 調査方法 調査期間等 

植 物 

移植等を行う注目すべ

き種の生育状況（ヤマ

トテンナンショウ、ハ

ナネコノメ、サクラソ

ウ、コカモメヅル、オ

ニヒョウタンボク） 

移植等の個体保全を

行う注目すべき種の

生育状況を目視確認

する方法 

改変工事着手前に１回、移

植等の実施後から工事完

了後までの適期（ヤマトテ

ンナンショウ、ハナネコノ

メ、サクラソウ、コカモメ

ヅルは、各種の地上部出現

期間に各月１回程度、オニ

ヒョウタンボクは展葉期

～落葉期（５月～11 月）に

各月１回） 

 

表6.2-2 植物の事後調査地点及びその選定理由（工事中） 

調査項目 調査地点 選定理由 

移植等を行う注目すべき

種の生育状況（ヤマトテン

ナンショウ、ハナネコノ

メ、サクラソウ、コカモメ

ヅル、オニヒョウタンボ

ク） 

現況の生育地点 
移植等対象種の生育地点を把握し、移植

等計画を具体化するために選定する。 

移植等地点 
移植等（挿し木、播種・育苗を含む）を

行う地点を選定する。 

 

(2) 調査実施日・期間 

調査実施日・期間は、表6.2-3に示すとおりである。 

 

表6.2-3 植物の事後調査実施日・期間 

調査項目 調査実施日・期間 

移植等を行う注目すべき種の生育状況 

（ヤマトテンナンショウ、ハナネコノメ、サクラソ

ウ、コカモメヅル、オニヒョウタンボク） 

令和４年６月22日 

    ８月10日 

    ９月８日 

    ９月14日 

    10月25日 
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(3) 調査結果 

「移植等を行う注目すべき種の生育状況」の調査結果は、以下に示すとおりである。 

 

① 移植等を行う注目すべき種の生育状況 

ア 現況の生育地点 

評価書で移植等の対象とした注目すべき種（ヤマトテンナンショウ、ハナネコノメ、

サクラソウ、コカモメヅル、オニヒョウタンボク）について、改めて現況（移植等実

施前）における生育状況を調査した。 

調査結果は、表6.2-4及び写真6.2-1に示すとおりである。 

調査範囲は、評価書時点の個体数や、移植適地（詳細は次項「イ 移植等地点」参

照）の環境・面積・アクセス性を考慮し、種に応じて設定した。 

評価書で改変域内の個体数が少数（100個体未満）と予測された「ヤマトテンナン

ショウ」、「コカモメヅル」の２種は、評価書時点の生育確認地点及びその周辺を広

く調査した。その結果、評価書時点で１個体のみ確認されていたコカモメヅルは、今

回調査では確認されなかった。このため、コカモメヅルは、移植等の対象から除外す

ることとした。 

県の指定希少野生植物である「サクラソウ」は、希少性が高いことから、現地で最

新の生育地を確認しながら、改めて施工範囲（改変域）との調整を行った。その結果、

生育地を全て施工範囲から除外することが可能となった。このため、サクラソウは、

移植等の対象から除外することとした。 

評価書で改変域内の個体数が多数（100個体以上）と予測され、生育範囲も広い「ハ

ナネコノメ」及び「オニヒョウタンボク」の２種は、非改変域内の移植適地で許容で

きる個体数が限られることから、移植後の健全な生育を考慮すると、過密にならない

よう移植数を絞る必要がある。また、ハナネコノメは水際の湿地に、オニヒョウタン

ボクは一部を除き急峻な斜面地に分布することから、移植に用いる車両のアクセス性

も考慮する必要がある。このため、生育状況の調査は、比較的まとまった個体数が分

布し、車両のアクセス上も問題ないエリアに限定して実施した。 

なお、本調査結果を踏まえて移植等を行うこととしたヤマトテンナンショウ、ハナ

ネコノメ、オニヒョウタンボクの３種は、引き続き、事後調査で移植後の生育状況を

確認する方針である。 
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表6.2-4 注目すべき種の調査結果 

種 名 調査範囲 

調査範囲にお

ける生育株数 

(生育地点数) 

調査実施日 

ヤマトテンナンショウ 改変域注 1） 

（評価書時点の生育確認

地点及びその周辺） 

32(14) 令和４年６月 22 日、10 月 25 日 

コカモメヅル 
0( 0) 

※確認されず 

令和４年８月 10 日、９月８日、 

10 月 25 日 

サクラソウ 

生育地注 2） 

(生育地の概査と、施工範

囲との調整) 

－ 

※生育株数は

未調査 

令和４年８月 10 日（生育地の

概査）、令和５年３月 16 日（施

工範囲との調整） 

ハナネコノメ 
まとまった数が分布し、 

車両がアクセスしやすい

エリア注 3） 

213(12) 
令和４年８月 10 日、９月８日、 

10 月 25 日 

オニヒョウタンボク 229(15) 令和４年９月８日、９月 14 日 

注 1）評価書で改変域内の個体数が少数（100 個体未満）と予測された「ヤマトテンナンショウ」及び「コ

カモメヅル」の２種は、評価書時点の生育確認地点及びその周辺を広く調査した。その結果、コカ

モメヅルは確認されなかった（移植等の対象外）。なお、生育株数は、GIS 等の精度を考慮して、改

変域及びその周辺５ｍバッファー内の数を示した。 

注 2）県の指定希少野生植物である「サクラソウ」は、希少性が高いことから、現地で最新の生育地を確

認しながら、改めて施工範囲（改変域）との調整を行った。その結果、生育地を全て施工範囲から

除外することが可能となった（移植等の対象外）。生育株数の確認は行っていない。 

注 3）評価書で改変域内の個体数が多数（100 個体以上）と予測され、生育範囲も広い「ハナネコノメ」

及び「オニヒョウタンボク」の２種は、比較的まとまった個体数が分布し、車両のアクセス上も問

題ないエリアに限定して調査を行った。「ハナネコノメ」は、マット状に生育するため、生育密度を

基に推定した株数である。なお、生育株数は、GIS 等の精度を考慮して、改変域及びその周辺５ｍバ

ッファー内の数を示した。 

 

 

  
ヤマトテンナンショウ サクラソウ 

  
ハナネコノメ オニヒョウタンボク 

写真6.2-1 注目すべき種の生育状況（令和４年８月10日、９月８日、14日、10月25日） 
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イ 移植等地点 

「ア 現況の生育地点」調査の結果を踏まえて、コカモメヅル及びサクラソウの２

種は移植等の対象外とした。改変域内で生育が確認された３種（ヤマトテンナンショ

ウ、ハナネコノメ、オニヒョウタンボク）は、移植等の対象とし、移植等の地点を検

討した。移植等の地点は、植生、土壌水分、光条件、土性、自生個体の有無等を基に

選定し、さらに移植適地の面積やアクセス性等から絞り込みを行った。３種の移植地

等の情報は表6.2-5に、種ごとの移植等地点は図6.2-1(1)～(3)に示すとおりである。 

なお、評価書に示したとおり、ヤマトテンナンショウは個体移植及び播種を、ハナ

ネコノメは移植（ブロック移植）を、オニヒョウタンボクは移植（個体移植）を行う

方針とした。 

移植等の実施状況は、「(4) 環境保全措置の実施状況」で述べる。 

 

表6.2-5 ３種の改変域内の生育状況及び移植地等の規模 

種 名 

移植等実施前における 

改変域内の生育株数 

（生育地点数） 

移植地及び播種地の規模 

ヤマトテンナンショウ注 1）  32(14) 
YT-移 A 10ｍ×10ｍ 

YT-移 B 10ｍ×10ｍ 

ハナネコノメ注 2） 213(12) 
HN-移 A 0.9ｍ×1.6ｍ 

HN-移 B 1.7ｍ×2.8ｍ 

オニヒョウタンボク注 2） 229(15) 

OH-移 B 25ｍ×30ｍ 

OH-移 C 11ｍ×20ｍ 

OH-移 D 24ｍ×26ｍ 

OH-景観保全森林 10ｍ×50ｍ 
注 1）「ヤマトテンナンショウ」は、評価書時点の生育確認地点及びその周辺の生育株数を示した。 

注 2）「ハナネコノメ」及び「オニヒョウタンボク」の２種は、比較的まとまった個体数が分布し、車両の

アクセス上も問題ないエリアの生育株数を示した。なお、ハナネコノメは、マット状に生育するた

め、生育密度を基に推定した株数である。 
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図6.2-1(1) 移植対象株の生育地点と移植地及び播種地 

（ヤマトテンナンショウ） 

 

 

 

 

 

 

 

植物保全の観点から 

非公開 
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図6.2-1(2) 移植対象株の生育地点と移植地 

（ハナネコノメ） 

 

 

 

 

 

 

 

植物保全の観点から 

非公開 
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図6.2-1(3) 移植対象株の生育地点と移植地 

（オニヒョウタンボク） 

 

 

 

 

 

 

 

植物保全の観点から 

非公開 



- 36 - 

(4) 環境保全措置の実施状況 

植物に係る環境保全措置の実施状況は、表6.2-6(1)～(2)に示すとおりである。 

 

表6.2-6(1) 環境保全措置（工事による影響）の実施状況 

環境保全措置 
評価書に記載した 

環境保全措置の内容 

環境保全措置

の種類注) 
環境保全措置の実施状況 

注目すべき種の生

育地の改変の回避 

注目すべき種の生育位置等の調

査結果を基に、パネル配置等の事

業計画を検討し、注目すべき種の

消失を可能な限り回避できるよ

う計画の見直しを図る。 

回 避 

注目すべき種の生育位置

等の調査結果を基に、パネ

ル配置等の事業計画を検

討し、注目すべき種の消失

を可能な限り回避できる

よう計画の見直しを行っ

た。なお、本報告時点では、

新たにサクラソウの生育

地を施工範囲から除外し、

消失を回避した。 

外来種の侵入抑制 

外来種の侵入に伴う計画地内の

植物に与える影響を考慮し、以下

の対策を講じる。 

・工事用車両の対策（付着した種

子等の洗浄）：出入口付近に乾

式タイヤ洗浄機を設置し、工事

用車両が計画地に出入りする

際に、タイヤに付着した種子等

の移動を低減する。 

・侵略的外来種の駆除:工事中に、 

計画地内で侵略的外来種の新

たな侵入が確認された場合、可

能な限り早期に駆除する。 

・チップ化対象木の選定：チップ

化する樹木を事前に選定し、ハ

リエンジュ等の萌芽再生能力

の高い侵略的外来種が混入し

ないようにする。 

低 減 

・工事用車両の対策、侵略

的外来種の駆除は、令和

５年度以降に実施予定。 

・チップ化対象木の選定：

侵 略 的 外 来 種 の う ち

チップ化すると断片か

ら再生し分布を拡大す

る恐れのあるハリエン

ジュについて、生育地を

確認し、チップ化対象木

から除外した上で選択

的に伐採し、場外搬出し

た（詳細は p.51～53 参

照）。 

工事関係者への啓

発 

・改変域に隣接して生育する注目

すべき種は、位置がわかるよう

に目印をつけ、工事関係者によ

る踏みつけを予防する。 

・工事関係者には、非改変区域へ

の不用意な立ち入りを行わな

いよう周知徹底する。  

低 減 

改変域周辺で確認された

注目すべき種にはマーキ

ングを施し、踏みつけを予

防した。また、非改変域へ

の不用意な立ち入りを行

わないよう周知徹底した。 

注）環境保全措置の種類 

回 避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。 

低 減：継続的な保護又は維持活動を行うこと等により、影響を低減する。 

代 償：代用的な資源もしくは環境で置き換え又は提供すること等により、影響を代償する。 
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表6.2-6(2) 環境保全措置（工事による影響）の実施状況 

環境保全措置 
評価書に記載した 

環境保全措置の内容 

環境保全措置

の種類注) 
環境保全措置の実施状況 

サクラソウ自生地

への濁水流入防止

対策 

濁水流入によるサクラソウ自

生地への影響（洗堀、水分条件

の変化等）を軽減するため、透

水性のフィルター（ヤシロール

等）を設置し、濁水の流入を低

減する。 

低 減 

濁水流入防止対策の工法

を再検討した。評価書時点

では透水性フィルターの

設置を計画していたが、

フィルターの設置に代え

て、自生地に濁水が流入し

ないように施工範囲と自

生地との間に排水路を設

置することとした。 

注目すべき種の個

体移植 

直接改変により消失する個体

を、非改変域の生育適地へ移植

し、計画地内における種の保全

を図る。 

代 償 

直接改変により消失する

個体を、非改変域の生育適

地へ移植し、計画地内にお

ける種の保全を図った（詳

細は p.38～44、46～50 参

照）。 

注目すべき種の種

子の保存及び播種 

成熟した種子を採取し、非改変

域の生育適地へ播種すること

で、計画地内における種の保全

を図る。 

代 償 

成熟した種子を採取し、非

改変域の生育適地へ播種

し、計画地内における種の

保 全 を 図 っ た （ 詳 細 は

p.39、45、46 参照）。 

注）環境保全措置の種類 

回 避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。 

低 減：継続的な保護又は維持活動を行うこと等により、影響を低減する。 

代 償：代用的な資源もしくは環境で置き換え又は提供すること等により、影響を代償する。 
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① 注目すべき種の移植及び播種の実施状況 

注目すべき種の移植及び播種の実施状況は、以下に示すとおりである。 

 

ア 移植及び播種の実施方法 

「(3) ①移植等を行う注目すべき種の生育状況」に示したとおり、移植対象種は、

移植前調査により改変域内で生育が確認された注目すべき種３種（ヤマトテンナン

ショウ、ハナネコノメ、オニヒョウタンボク）とした。また、播種対象種はヤマトテ

ンナンショウとした。 

対象種ごとの移植等の実施方法は、以下に示すとおりである。 

 

(ｱ) ヤマトテンナンショウ 

移植の手順及び方法は表6.2-7に、播種の手順及び方法は表6.2-8に示すとおりであ

る。 

 

表 6.2-7 ヤマトテンナンショウの移植手順及び方法（個体移植） 

移植作業の手順 作業方法と留意点 

1 現地打合せ 

・移植前に移植対象株、移植地の状況を確認し、運搬経路、移植株配置等

の詳細計画を検討した。 

・原則、直射日光、風、直接的な雨垂れを避けるため、樹木の緑陰に配置

するよう考慮した。 

2 
移植箇所への

マーキング 
・検討した移植株配置に基づき、移植前に移植箇所へマーキングを付した。 

3 移植地の整備 ・移植元と同程度の穴を用意し、必要に応じて支障木の伐採を行った。 

4 掘り取り 

・植物体を傷つけないように留意して、スコップや移植ごて等を用いて、

根元を中心とした直径約 40 ㎝、深さ約 30 ㎝の円柱状に土壌ごと個体を

掘り取った。 

・地点ごとに移植資機材の消毒（消毒剤：ビストロン 10）を行った。 

5 養 生 ・ポットに入れ、運搬中の植物体の乾燥及び損傷の回避に努めた。 

6 運 搬 ・運搬中の過度な乾燥を防ぐために、素早く運搬した。 
・落下などによる植物体の損傷に留意した。 

7 植え付け 

・移植株の根が細かい土と接触できるように土入れして、上から軽く抑え

た。 

・移植株の間隔は約１ｍとした。 

8 潅水・養生 

・移植株の根全体にいきわたるように留意し、十分な量の潅水(メネデー

ル水溶液)を行った。 

・乾燥を防ぐため、落葉等を用いてマルチングを施した。 

9 
移植箇所への

ラベル設置 
・移植個体を識別するため、移植株 No.を記載したラベル杭を付した。 

10 

配置の記録・

鳥獣保護柵の

設置 

・移植株の配置を記録した。 

・大型哺乳類の侵入を防ぐ為の鳥獣保護柵を設置した。 

・鳥獣保護柵は高さ約２ｍとし、地際に単管パイプを敷設した。 
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表 6.2-8 ヤマトテンナンショウの播種手順及び方法 

播種作業の手順 作業方法と留意点 

1 現地打合せ 

・播種前に播種地の状況を確認し、播種箇所の配置等の詳細計画を検討し

た。 

・原則、直射日光、風、直接的な雨垂れを避けるため、樹木の緑陰に配置

するよう考慮した。 

2 播種地の整備 ・播種地を整地し、必要に応じて支障木を伐採した。 

3 潅 水 ・播種前に十分な量の潅水(メネデール水溶液)を行った。 

4 
播種箇所への

ラベル設置 
・検討した播種配置に基づき、播種箇所 No.を記載したラベル杭を付した。 

5 播 種 

・種子 1～2 粒を細かい土と接触するよう土入れし、上から軽く抑えた。 

・光条件による発芽特性が不明であるため、撒き出し深さを１cm（好光性

種子の適正深度）と３cm（嫌光性種子の適正深度）に設定した。 

・播種箇所の間隔は約 30cm を基本とした。 

・令和３年及び令和４年採取の種子が判別できるよう考慮して配置した。 

6 養 生 ・乾燥を防ぐため、落葉等を用いてマルチングを施した。 

7 

播種地の囲い 

・鳥獣保護柵

の設置 

・播種エリアを明確にするための囲いを設置した。 

・大型哺乳類の侵入を防ぐ為の鳥獣保護柵を設置した。 

 

 

(ｲ) ハナネコノメ 

移植の手順及び方法は、表6.2-9に示すとおりである。 

 

表6.2-9 ハナネコノメの移植手順及び方法（ブロック移植） 

移植作業の手順 作業方法と留意点 

1 現地打合せ 

・移植前に移植対象株、移植地の状況を確認し、運搬経路、移植株配置等

の詳細計画を検討した。 

・原則、直射日光、風、直接的な雨垂れを避けるため、樹木の緑陰に配置

するよう考慮した。 

2 移植地の整備 ・移植元と同程度の穴を用意し、必要に応じて支障木の伐採を行った。 

3 掘り取り 

・植物体を傷つけないように留意して、スコップ等を用いて、表土ごとブ

ロック状に掘り取った。 

・地点ごとに移植資機材の消毒（消毒剤：ビストロン 10）を行った。 

4 運 搬 
・掘り出したブロック体は重量があるため、落下による作業者の怪我、 ブ

ロックの破損等が起こらないように十分注意した。 

5 植え付け ・植え付け時には、ブロック体の損傷に留意した。 

6 潅水・養生 

・移植株の根全体にいきわたるように留意し、十分な量の潅水(メネデール

水溶液)を行った。 

・必要に応じ、乾燥を防ぐため、落葉等を用いてマルチングを施した。 

7 
移植箇所への 

ラベル設置 

・移植ブロックを識別するため、移植ブロック境界には紐を付し、移植ブ

ロック No.を記載したラベル杭を設置した。 

8 

配置の記録・

鳥獣保護柵の

設置 

・移植ブロックの配置を記録した。 

・大型哺乳類の侵入を防ぐ為の鳥獣保護柵を設置した。 

・鳥獣保護柵は高さ約２ｍとし、地際に単管パイプを敷設した。 
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(ｳ) オニヒョウタンボク 

移植の手順及び方法は、表6.2-10に示すとおりである。 

 

表 6.2-10 オニヒョウタンボクの移植手順及び方法（個体移植） 

移植作業の手順 作業方法と留意点 

1 現地打合せ 

・移植前に移植対象株、移植地の状況を確認し、運搬経路、移植株配置等

の詳細計画を検討した。 

・原則、直射日光、風、直接的な雨垂れを避けるため、樹木の緑陰に配置

するよう考慮した。 

2 
移植箇所への

マーキング 
・検討した移植株配置に基づき、移植前に移植箇所へマーキングを付した。 

3 移植株の剪定 
・移植時に根を切断することで、水分の吸収能力が弱まる可能性があるこ

とから、適宜枝葉を剪定し、蒸散の抑制に努めた。 

4 移植地の整備 ・移植元と同程度の穴を用意し、必要に応じて支障木の伐採を行った。 

5 掘り取り 

・植物体を傷つけないように留意して、スコップ等を用いて根元を中心と

した円柱状（成木：直径 60～80 ㎝、深さ約 60～80 ㎝、稚樹：直径約 30

～50cm、深さ 30cm～50cm）に土壌ごと個体を掘り取った。 

・地点ごとに移植資機材の消毒（消毒剤：ビストロン 10）を行った。 

6 根巻き 
・主に分解性の麻布を用いて根巻きを行い、運搬中の植物体の乾燥及び損

傷を防いだ。 

7 運 搬 ・掘り取った個体は重量があるため、落下による怪我、保護した根部の破損

等が起こらないように十分注意した。 

8 植え付け 

・根部の損傷に留意した。 

・移植先の土壌には、生分解性の保水剤（GA8）を混ぜ込んだ。 

・移植株の間隔は約２ｍを基本としたが、樹高に応じて間隔を調整した。 

9 潅水・養生 

・移植個体の根全体にいきわたるように留意し、十分な量の潅水(メネデー

ル水溶液)を行った。 

・乾燥を防ぐため、落葉等を用いてマルチングを施した。 

10 
移植箇所への

ラベル設置 ・移植個体を識別するため、移植株 No.を記載したラベル杭を付した。 

11 

配置の記録・

ロープによる

移植地の囲い 

・移植株の配置を記録した。 

・移植エリアを明確にするための囲い（トラロープ）を設置した。 

・除草時に誤って切断しないよう、囲いは地上 80 ㎝程度の高さに設けた。 
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移植作業時には、３種共通で、写真6.2-2(1)～(4)に示す薬剤による植物個体保護

に係る作業を実施した。 

 

  
ビストロン 10 

(ウイルス感染防止用消毒液) 
ビストロン 10 水溶液作成 

 

 

ビストロン 10 によるショベルの殺菌  

写真6.2-2(1) ウイルス感染防止用消毒液による移植等資材の消毒 

（令和４年12月28日） 

 

 

  
メネデール（発根促進活力剤） メネデール水溶液作成 

写真6.2-2(2) 移植個体に対する発根促進活力剤の使用状況（令和４年12月19日） 
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移植個体に対するメネデール水溶液注入 
（オニヒョウタンボク） 

 

写真6.2-2(3) 移植個体に対する発根促進活力剤の使用状況（令和４年12月19日） 

 

 

 

  
GA8（植物用保水材） 移植地への GA 投入（オニヒョウタンボク） 

 

 

GA8 投入後の潅水  

写真6.2-2(4) 移植個体に対する保水材の使用状況（令和４年12月28日） 
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イ 移植及び播種の実施結果 

移植・播種の実施結果の概要は表6.2-11に、実施期間は表6.2-12に示すとおりで

ある。 

表6.2-11 移植・播種の実施結果概要 

種 名 移植等地点 
移植株数 播種地点数注 1） 

移植地別 合 計 播種地別 合 計 

ヤマトテンナンショウ 
YT-移 A  18 

 32 
220 

440 
YT-移 B  14 220 

ハナネコノメ 
HN-移 A  90 

213 （未実施） 
HN-移 B 123 

オニヒョウタンボク 

OH-移 B 109 

228 注 2) （未実施） 
OH-移 C  24 

OH-移 D  65 

OH-景観保全森林  30 

注 1）播種は、１地点あたり、１～２粒の種子を播種した。 

注 2）オニヒョウタンボクは、移植等実施前の生育状況調査では 229 株が確認されたが、移植時に No.86

の個体がマーキングの消失により発見できなかったため、移植株は 228 株となった。 

 

 

表6.2-12 移植・播種の実施期間 

種 名 移 植 播 種 

ヤマトテンナンショウ 令和４年 12 月 19、28 日 令和５年３月 16、17 日 

ハナネコノメ 令和４年 12 月 16、28 日 
－ 

オニヒョウタンボク 令和４年 12 月 15～20、28、29 日 

 

(ｱ) ヤマトテンナンショウ 

移植作業の実施状況は写真6.2-3(1)～(2)に、播種作業の実施状況は写真6.2-4(1)

～(2)に示すとおりである。 

 

  
移植前の移植株（木杭直近に塊茎がある） 移植株の掘り取り 

写真6.2-3(1) ヤマトテンナンショウの移植作業状況（令和４年12月19、28日） 
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移植株の養生、運搬 移植株の植え付け 

  
潅 水 マルチング 

  
ラベル杭設置状況 

（ラベルの数字は移植株 No.を示す） 
鳥獣保護柵の設置状況 

写真6.2-3(2) ヤマトテンナンショウの移植作業状況（令和４年12月19、28日） 
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クリーニング後の種子注） 播種地整備 

  
潅 水 ラベル杭設置 

  
ラベル杭設置状況 播 種 

注）「クリーニング後の種子」は、令和２年から令和４年に種子採取した際の状況である。 

写真6.2-4(1) ヤマトテンナンショウの播種作業状況（令和５年３月16日～17日） 
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マルチング 播種地への囲い設置作業 

 

 

播種地への囲い設置状況  

写真6.2-4(2) ヤマトテンナンショウの播種作業状況（令和５年３月16日～17日） 

 

 

(ｲ) ハナネコノメ 

移植作業の実施状況は、写真6.2-5(1)～(2)に示すとおりである。 

 

  
移植前の移植株 移植株の掘り取り 

写真6.2-5(1) ハナネコノメの移植作業状況（令和４年12月16、28日） 
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運搬パレットへの移設 移植株の運搬 

  
植え付け 潅 水 

 

 

マルチング、仮囲い、ラベル設置完了  

写真6.2-5(2) ハナネコノメの移植作業状況（令和４年12月16、28日） 
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(ｳ) オニヒョウタンボク 

移植作業の実施状況は、写真6.2-6(1)～(3)に示すとおりである。 

なお、オニヒョウタンボクの一部については、景観保全森林のエリア（図6.2-1(3)

（p.35）参照）における下層がまばらなところに地域個体の低木として移植した（写

真6.2-6(3)（p.50）参照）。 

 

  
移植箇所の穴あけ 重機による移植箇所の穴あけ 

  
移植株の根巻き 根巻き後の状況 

  
移植株の運搬 重機による移植株の運搬 

写真6.2-6(1) オニヒョウタンボクの移植作業状況（令和４年12月15～20、28、29日） 
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移植株の植え付け 移植株の植え付け完了 

  
潅 水 マルチング 

  
ラベル杭設置状況 移植地外縁の囲い設置作業状況 

写真6.2-6(2) オニヒョウタンボクの移植作業状況（令和４年12月15～20、28、29日） 
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囲いの設置状況 移植作業後(OH-移 D)  

 

 

移植作業後(OH-景観保全森林)   

写真6.2-6(3) オニヒョウタンボクの移植作業状況（令和４年12月15～20、28、29日） 
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② 侵略的外来種の生育地点確認と選択的伐採 

計画地内で生育が確認されている侵略的外来種のうち、ハリエンジュ、ニワウルシ、

イタチハギの３種は、伐採・チップ化すると、チップ化断片から再生し分布を拡大す

る恐れがあるため、チップ工前に生育地点の確認を行った。その結果、伐採区域内で

ハリエンジュの生育が確認された。ニワウルシ、イタチハギの生育は確認されなかっ

た。 

令和４年８月時点における生育状況は表6.2-13に、調査状況は写真6.2-7に、生育

地点は図6.2-2に示すとおりである。 

生育状況調査を踏まえて、令和５年３月にハリエンジュを選択的に伐採した。作業

状況は写真6.2-8に示すとおりである。なお、伐採したハリエンジュは場外搬出した。 

 

表6.2-13 ハリエンジュの生育状況 

地点 No.注） 個体 ID 
樹高 

(ｍ) 

胸高直径 

(cm) 
テープ No. 備 考 

1  1 20 34.8 495   

2 2  7 11.5 496   

3 3  7 12.2 497   

 4  7 14.0 498   

4 5  7  8.2 499   

 6  7 10.6 500   

 7  7  7.4 501   

 8  7  8.4 502   

 9  7  5.6 503   

 10  7  8.5 504   

 11  7  8.2 505   

5 12-1 15  9.7 506 同一個体、枝分かれ 

 12-2 15 10.4 506 同一個体、枝分かれ 
注）地点 No.は、図 6.2-2 に対応している。 

 

 

  
生育個体の確認 胸高直径の計測 

写真6.2-7 ハリエンジュの調査状況（令和４年８月１日） 
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図6.2-2 ハリエンジュの生育確認地点 
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伐採状況 

 

伐採状況 

 
テープによる伐採木の管理 

 
伐採木の場外搬出状況 

写真6.2-8 ハリエンジュの選択的伐採の状況（令和５年３月22～24日） 
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(5) 環境影響評価の予測結果との比較 

環境影響評価の予測結果と事後調査結果との比較は、表6.2-14に示すとおりである。 

 

表6.2-14 予測結果と事後調査結果との比較（工事による影響） 

項 目 予測結果（直接的影響） 事後調査結果 

移植等を

行う注目

すべき種

の生育状

況 

ヤ マ ト

テ ン ナ

ン シ ョ

ウ 

計画地内外で確認された。工事に

よる改変で９個体が消失するが、

計画地内における改変率は 33.3

％であることから、工事による直

接的影響は小さいと予測する。 

移植等実施前に現況の生育状況を

調査した結果、改変域内（評価書時

点の生育確認地点及びその周辺）

で 32 個体が確認されたため、非改

変域へ移植した。また、工事着手前

に採取し保存していた種子を播種

した。 

ハ ナ ネ

コノメ 

計画地内外で確認された。工事に

よる改変で 900 個体が消失する

が、計画 地内にお け る改変率

は 38.6％であることから、工事に

よる直接的影響は小さいと予測す

る。 

移植等実施前に現況の生育状況を

調査した結果、改変域内（比較的ま

とまった個体数が分布し、車両のア

クセス上も問題ないエリア）で 213

個体が確認されたため、非改変域へ

移植した。 

サ ク ラ

ソウ 

計画地内外で確認された。工事に

よる改変で５個体が消失し、計画

地内における改変率は 20.8％で

あることから、工事による直接的

影響は小さいと予測する。 

現地で最新の生育地を確認しなが

ら、改めて施工範囲（改変域）との

調整を行った。その結果、全ての生

育株を施工範囲から除くことが可

能となった。このため、移植等は実

施しないこととした。 

また、今後、施工範囲と自生地との

間に排水路を設置して、濁水の流入

防止対策を講じる予定である。 

コ カ モ

メヅル 

計画地内でのみ確認された。工事

による改変で全１個体が消失する

ことから、工事による直接的影響

が極めて大きいと予測する。 

移植等実施前に現況の生育状況を

調査した結果、生育個体が確認され

なかったことから、移植等は実施し

ないこととした。 

オ ニ

ヒ ョ ウ

タ ン ボ

ク 

計画地内外で確認された。工事に

よる改変で 803 個体が消失し、計

画地内における改変率は 59.9％

であることから、工事による直接

的影響が大きいと予測する。 

移植等実施前に現況の生育状況を

調査した結果、改変域内（比較的ま

とまった個体数が分布し、車両のア

クセス上も問題ないエリア）で 229

個体が確認されたため、非改変域へ

移植した。なお、移植作業時にマー

キングの消失により 1 個体が発見

できなかったため、移植数は 228

個体とした。 
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(6) 環境保全措置及び事後調査計画の見直し 

サクラソウは、評価書において、環境保全措置として「個体移植」を行い、事後調

査として「移植実施後の生育状況」を確認する計画であったが、今回、最新の生育地

を確認しながら改めて施工範囲（改変域）との調整を行った結果、全ての生育株を施

工範囲から除くことが可能となった。このため、サクラソウは、今後の方針を見直し、

個体移植及びその後の事後調査（生育状況の確認）を行わないこととした。なお、評

価書に記載した「サクラソウ自生地への濁水流入防止対策」では、透水性フィルター

の設置を計画していたが、フィルターの設置に代えて、自生地に濁水が流入しないよ

うに施工範囲と自生地との間に排水路を設置することとした。 

コカモメヅルは、評価書において、環境保全措置として「個体移植、播種」を行い、

事後調査として「移植等実施後の生育状況」を確認する計画であったが、今回、複数

回にわたり調査を行った結果、生育個体が確認されなかった。このため、コカモメヅ

ルは、今後の方針を見直し、環境保全措置及び事後調査を行わないこととした。 
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6.3 動 物 

(1) 調査目的及び調査内容 

工事中における動物の事後調査内容のうち、本報告書で報告する内容は、表6.3-1

に示すとおりである。 

調査地点は、表6.3-2に示す地点とした。 

本報告では、幼虫の食草の移植等を行う注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の生息

状況のうち、移植前の食草の生育状況及びその食草におけるチョウ類の生息状況、注

目すべき種（鳥類：希少猛禽類）の繁殖状況について報告する。 

 

表6.3-1 動物の事後調査内容（工事中） 

環境要素 調査項目 調査対象種等 調査方法 調査期間等 

動 物 

幼虫の食草の移植等

を行う注目すべき種

（昆虫類：チョウ類）

の生息状況 

ヒ ョ ウ モ ン

チョウ本州中

部亜種 

幼虫の食草の移

植等を行う注目

すべき種の生息

状況及び食草の

生育状況を目視

確認する方法 

改変工事着手前に１回、

食草が生育する表土ごと

株の移植等の実施後から

工事完了後までの適期

（食草となるワレモコウ

の生育盛期を含み、成虫

の発生期となる７月に１

回） 

注目すべき種（昆虫

類：チョウ類）の生

息状況 

ベニモンマダ

ラ本土亜種、

アサマシジミ

本州亜種（中

部 低 地 帯 亜

種）、ヒョウモ

ンチョウ本州

中部亜種、ヒ

メシロチョウ

北海道・本州

亜種 

目視確認する方

法 

改変工事着手前に１回、

工事着手後から工事完了

後までの適期に１回 

（改変工事着手前の調査

で幼虫等が確認され、移

設を行った場合） 

注目すべき種（鳥類

：希少猛禽類）の繁

殖状況 

ハイタカ、 

ハチクマ、 

オオタカ 

希少猛禽類の繁

殖状況を定点観

察及び林内踏査

により確認する

方法 

工事着手後から工事完了

後までの繁殖期に２回

（求愛・造巣期と巣内育

雛期） 
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表6.3-2 動物の事後調査地点及びその選定理由（工事中） 

調査項目 調査地点 選定理由 

幼虫の食草の移植等を行う注目す

べき種（昆虫類：チョウ類）の生

息状況（ヒョウモンチョウ本州中

部亜種） 

現況の食草の生育地点 

過年度の調査結果を踏まえ、移

植を行う食草の生育地点を把握

し、移植等計画を具体化するた

めに選定する。 

注目すべき種（昆虫類：チョウ類）

の生息状況（ベニモンマダラ本土

亜種、アサマシジミ本州亜種（中

部低地帯亜種）、ヒョウモンチョウ

本州中部亜種、ヒメシロチョウ北

海道・本州亜種） 

現況の食草の生育地点 

過年度の調査結果を踏まえ、幼

虫等の移設を行う食草の生育地

点を把握し、移設計画を具体化

するために選定する。 

注目すべき種（鳥類：希少猛禽類）

の繁殖状況 

計画地及びその近接区

域を見渡せる範囲に３

定点程度 

過年度の確認状況を踏まえ希少

猛禽類の行動を把握しやすい地

点を選定する。 

 

(2) 調査実施日・期間 

調査実施日・期間は、表6.3-3に示すとおりである。 

 

表6.3-3 動物の事後調査実施日・期間 

調査項目 調査実施日・期間 備 考 

幼虫の食草の移植等を行う注目す

べき種（昆虫類：チョウ類）の生

息状況（ヒョウモンチョウ本州中

部亜種） 
令和４年10月３日 

    10月４日 

    10月13日 

注目すべき種（チョウ類）の食

草における移植等対象株探索、

マーキング等を実施 

注目すべき種（昆虫類：チョウ類）

の生息状況（ベニモンマダラ本土

亜種、アサマシジミ本州亜種（中

部低地帯亜種）、ヒョウモンチョウ

本州中部亜種、ヒメシロチョウ北

海道・本州亜種） 

注目すべき種（鳥類：希少猛禽類）

の繁殖状況 

令和５年２月１日 

    ２月２日 

    ２月３日 

    ３月１日 

    ３月２日 

    ３月３日 

定点観察を実施 
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(3) 調査結果 

「幼虫の食草の移植等を行う注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の生息状況」並び

に「注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の生息状況」のうち、移植前の食草の生育状

況及びその食草におけるチョウ類の生息状況、「注目すべき種（鳥類：希少猛禽類）

の繁殖状況」の調査結果は、以下に示すとおりである。なお、希少猛禽類については

調査対象とした３種以外の行動も確認したため、あわせて報告する。 

移植等の実施状況は、「(4) 環境保全措置の実施状況」で述べる。 

 

① 幼虫の食草の移植等を行う注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の生息状況 

ア ヒョウモンチョウ本州中部亜種 

ヒョウモンチョウ本州中部亜種の食草（ワレモコウ）の調査結果は、表6.3-4、

図6.3-1及び写真6.3-1に示すとおりである。なお、ヒョウモンチョウ本州中部亜種の

卵、幼虫及び蛹は確認できなかった。 

 

表6.3-4 ヒョウモンチョウ本州中部亜種の食草（ワレモコウ）の調査結果 

種 名 
生育株数 

（生育地点数）注） 
調査実施日 

ワレモコウ 9(4) 令和４年 10 月３日、４日、13 日 
注）確認株数は、GIS 等の精度を考慮して、改変域及びその周辺５ｍバッファー内の生育個体数を示した。 

 

 

写真6.3-1 ヒョウモンチョウ本州中部亜種の食草（ワレモコウ）の調査結果 

（令和４年10月４日） 
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図5.3-1 食草（４種）の調査結果 

図 6.3-1 食草（４種）の調査結果 

 

 

 

 

 

 

動物保全の観点から 

非公開 
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② 注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の生息状況 

ア ベニモンマダラ本土亜種 

ベニモンマダラ本土亜種の食草（クサフジ、ツルフジバカマ）の調査結果は、表6.3-5、

図6.3-1及び写真6.3-2に示すとおりである。なお、ベニモンマダラ本土亜種の卵、幼

虫及び蛹は確認できなかった。 

 

表6.3-5 ベニモンマダラ本土亜種の食草（クサフジ、ツルフジバカマ）の調査結果 

種 名 
生育株数 

（生育地点数）注） 
調査実施日 

クサフジ 9(2) 令和４年 10 月３日、４日、13 日 

ツルフジバカマ 8(1) 令和４年 10 月３日、４日、13 日 

注）確認株数は、GIS 等の精度を考慮して、改変域及びその周辺５ｍバッファー内の生育個体数を示した。 

 

  

写真6.3-2 ベニモンマダラ本土亜種の食草（クサフジ、ツルフジバカマ）の調査結果 

（令和４年10月４日） 

 

イ アサマシジミ本州亜種（中部低地帯亜種） 

アサマシジミ本州亜種（中部低地帯亜種）の食草（ナンテンハギ）の調査結果は、

表6.3-6、図6.3-1及び写真6.3-3に示すとおりである。なお、アサマシジミ本州亜種

（中部低地帯亜種）の卵、幼虫及び蛹は確認できなかった。 

 

表6.3-6 アサマシジミ本州亜種（中部低地帯亜種）の食草（ナンテンハギ）の調査結果 

種 名 
生育株数 

（生育地点数）注） 
調査実施日 

ナンテンハギ 26(15) 令和４年 10 月３日、４日、13 日 
注）確認株数は、GIS 等の精度を考慮して、改変域及びその周辺５ｍバッファー内の生育個体数を示した。 
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写真6.3-3 アサマシジミ本州亜種（中部低地帯亜種）の食草（ナンテンハギ）の調査結果 

（令和４年10月３日） 

 

ウ ヒメシロチョウ北海道・本州亜種 

ヒメシロチョウ北海道・本州亜種の食草（ツルフジバカマ）の調査結果は、表6.3-7、

図6.3-1及び写真6.3-4に示すとおりである。なお、ヒメシロチョウ北海道・本州亜種

の卵、幼虫及び蛹は確認できなかった。 

 

表6.3-7 ヒメシロチョウ北海道・本州亜種の食草（ツルフジバカマ）の調査結果 

種 名 
生育株数 

（生育地点数）注） 
調査実施日 

ツルフジバカマ 8(1) 令和４年 10 月３日、４日、13 日 
注）確認株数は、GIS 等の精度を考慮して、改変域及びその周辺５ｍバッファー内の生育個体数を示した。 

 

 

写真6.3-4 ヒメシロチョウ北海道・本州亜種の食草（ツルフジバカマ）の調査結果 

（令和４年10月４日） 
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③ 注目すべき種（鳥類：希少猛禽類）の繁殖状況 

ア ハイタカ 

定点観察の調査結果は、表6.3-8及び写真6.3-5に示すとおりである。 

令和５年２月に５例、３月に８例確認したが、特定の場所に集中した行動は認めら

れなかった。 

３月３日に平成29年営巣木近傍でトビに対する攻撃がみられた。 

 

表6.3-8 定点観察（ハイタカ）の調査結果 

調査月 確認例数 内 容 

令和５年２月 5 ・計画地周辺で飛翔。 

令和５年３月 8 
・計画地周辺及び香坂川左岸側（計画地とは反対側）で飛翔。 

・３月３日に平成 29 年営巣木近傍でトビを攻撃。 

 

  

確認個体（成鳥雌）令和５年２月３日 確認個体（成鳥雌）令和５年３月１日 

写真6.3-5 定点観察（ハイタカ）の調査結果 

 

イ ハチクマ 

調査実施日において当該種の個体は確認できなかった。 
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ウ オオタカ 

定点観察の調査結果は、表6.3-9及び写真6.3-6に示すとおりである。 

令和５年２月に１例、３月に３例確認した。 

３月に香坂川左岸側（計画地とは反対側）の平成29年及び平成30年繁殖巣上空で指

標行動を確認した。 

 

表6.3-9 定点観察（オオタカ）の調査結果 

調査月 確認例数 内 容 

令和５年２月 1 ・計画地周辺で飛翔。 

令和５年３月 3 

・香坂川左岸側（計画地とは反対側）の平成 29 年及び平成 30

年繁殖巣周辺において下尾筒誇示、深い羽ばたき、波状飛翔な

どのディスプレイを行った。 

 

 

  

確認個体（成鳥雄）令和５年３月３日 ※下尾筒誇示 

写真6.3-6 定点観察（オオタカ）の調査結果 
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エ その他の希少猛禽類 

調査対象とした上記３種以外の希少猛禽類の調査結果は、以下のとおりである。 

(ｱ) クマタカ 

定点観察の調査結果は、表6.3-10及び写真6.3-7に示すとおりである。 

令和５年２月に20例、３月に23例確認した。計画地北側でペアと考えられる２個体

（以下「香坂川ペア」とする。）及び隣接ペアとみられる個体を確認した。 

２月に確認したペアは、計画地北東部で繁殖行動（巣材採取、並び止まり、交尾の

試み（推定）など）を行った点、計画地北側の尾根を通過する飛翔例がほとんど確認

できなかった点から、本年に繁殖を開始し、繁殖行動を確認した箇所周辺で営巣する

可能性が示唆された。しかしながら、３月は香坂川ペアの並び止まりを確認したもの

の、交尾や巣材運びなど明確な繁殖兆候は確認できなかった。 

 

表6.3-10 定点観察（クマタカ）の調査結果 

調査月 確認例数 内 容 

令和５年２月 20 

・計画地北東部の木に止まり、巣材を採取するがその後落とす。 

・計画地北東部において２個体が並び止まり。 

・２個体の並び止まり途中、一方の個体が前傾姿勢となり、交尾

の姿勢をとる。 

・計画地南側の霞ヶ沢上流付近、計画地北東部、計画地より東側

１km 付近で V 字及び波状ディスプレイ。 

令和５年３月 23 

・計画地北西側の尾根部付近に並び止まり。 

・計画地北東側の尾根部付近で止まり、下方注視。 

・計画地西側 750ｍ付近で V 字飛翔。 

 

 

  
確認個体（香坂川ペア成鳥メス？） 

令和５年２月３日 

※尾羽右端に羽枝が飛び出し 

確認個体（香坂川ペア成鳥オス？） 

令和５年３月１日 

※右翼 S8 付近に凹みあり 

写真6.3-7 定点観察（クマタカ）の調査結果 
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(ｲ) ハヤブサ 

定点観察の調査結果は、表6.3-11に示すとおりである。 

令和５年３月に４例確認した。 

３月に計画地西側の香坂ダム南東側で指標行動（ハンティング）を１例確認した。 

 

表6.3-11 定点観察（ハヤブサ）の調査結果 

調査月 確認例数 内 容 

令和５年２月 0 ・出現なし。 

令和５年３月 4 ・計画地西側の香坂ダム南東側でハンティング。 

 



- 66 - 

(4) 環境保全措置の実施状況 

動物に係る環境保全措置の実施状況は、表6.3-12(1)～(3)に示すとおりである。 

 

表6.3-12(1) 環境保全措置（工事による影響） 

環境保全措置 
評価書に記載した 

環境保全措置の内容 

環境保全措置

の種類注) 
環境保全措置の実施状況 

移動経路の確保 

【哺乳類】 

計画地及びその周辺に広く生

息するニホンジカ、イノシシ、

ツキノワグマの生息域の減少

により人と遭遇する機会の抑

制を図るため、沢筋を中心に計

画地内の森林を残置すること

で移動経路を確保し、計画地外

の森林への移動を促す配置計

画とする。 

低 減 
計画時に実施済みであ

る。 

営巣環境の保全 

【ハイタカ】 

既存の太陽光発電所に隣接す

るハイタカの営巣林と計画地

の緩衝帯に位置する樹林を残

置する。 

低 減 
計画時に実施済みであ

る。 

繁殖時期の配慮 

【ハチクマ、ハイ

タカ、オオタカ】 

計画地外であっても猛禽類の

繁殖を阻害しないよう繁殖時

期（ハチクマ：５～７月、ハイ

タカ：２～７月、オオタカ：１

～８月）の工事に配慮する。 

低 減 

令和５年２月・３月に調

査を行ったところ、猛禽

類（ハイタカ、クマタカ）

の繁殖兆候が見られたた

め、４月・５月にも追加

の猛禽類調査を行うこと

とした。 

コンディショニング対応

フローチャートを作成

し、対応の基準を明確化

した（図 6.3-2 参照）。 

現場施工管理における騒

音上限値を設定し、特に

計画地北側でのクマタカ

の繁殖兆候を踏まえ工事

中の騒音をモニタリング

した（写真 6.3-8 参照）。 

コンディショニン

グ（馴化） 

【ハチクマ、ハイ

タカ、オオタカ】 

資材や建設機械は、計画地周辺

での繁殖の可能性がある時期

では搬入方法に配慮するなど、

影響が予測される種が順応で

きるように配慮し、状況に応じ

て、目隠し等の設置を検討す

る。 

低 減 

資材や建設機械の搬入や

稼働は、計画地北側での

クマタカ等の繁殖兆候が

見られた箇所から遠い工

区から始め、２週間程か

け徐々に近くの工区へ拡

大するなどの配慮を行っ

た（図 6.3-3 参照）。 
注）環境保全措置の種類 

回  避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。  

低  減：継続的な保護又は維持活動を行うこと等により、影響を低減する。  

代  償：代用的な資源もしくは環境で置き換え又は提供すること等により、影響を代償する。 
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表6.3-12(2) 環境保全措置（工事による影響） 

環境保全措置 
評価書に記載した 

環境保全措置の内容 

環境保全措置

の種類注 1) 
環境保全措置の実施状況 

騒音・振動の低減 
【哺乳類、鳥類、
ハチクマ、ハイタ
カ、オオタカ】 

低騒音型・低振動型の機械の使
用や騒音発生源を防音シート
で覆うこと等により、騒音・振
動を極力低減する。また、施工
方法や工程等を十分に検討し
て建設機械の集中稼働を避け、
効率的な稼働に努める。 

低 減 

建設機械は、超低騒音型
を採用し、騒音低減を
図った（写真 6.3-9 参
照）。 
調査対象期間では、防音
シートは設置していな
い。今後、工事の状況等
に応じて、防音シートの
設置を検討する。 
打合せの際に、建設機械
の稼働位置等が集中しな
いように調整を行った
（写真 6.3-10 参照）。 

工事関係者への啓
発 
【ハチクマ、ハイ
タカ、オオタカ注 2)】 

工事関係者及び作業員に対し
て、影響が予測される種が繁殖
する可能性がある計画地外へ
の繁殖期の立ち入りを抑制す
るよう啓発を行う。 

低 減 

希少猛禽類への配慮事項
として、作業員の服装や
作業に関する注意事項を
まとめた啓発リーフレッ
トを作成し、新規入場者
教育の際に周知徹底する
とともに、安全掲示板に
掲示した（図 6.3-4、写
真 6.3-11 参照）。 

希少なチョウ類の
幼虫の食草の保全 
【ヒョウモンチョ
ウ本州中部亜種】 

・造成前に改変域から表土ごと
株を採取して育成管理、また
は種子を採取して保存し、造
成緑地（法面等）整備時に使
用する。 

・維持管理では、幼虫の食草が
生育できる低茎草本が成立
するよう適期に草刈りを行
う等配慮する。 

低 減 

・造成前に改変域から表
土ごと株を採取して、
ヒョウモンチョウ本州
中部亜種の食草（ワレ
モコウ）を非改変域へ
移植した（詳細は p.74
～79 参照）。 

・維持管理は、令和５年
度以降に実施予定。 

希少なチョウ類の
幼虫等の移設 
【ベニモンマダラ
本土亜種、アサマ
シ ジ ミ 本 州 亜 種
（ 中 部 低 地 帯 亜
種）、ヒョウモン
チョウ本州中部亜
種、ヒメシロチョ
ウ北海道・本州亜
種】 

造成前に調査を行い、改変域の
食草で幼虫等が確認された
場合には、周辺の食草への移
設を検討する。 

低 減 

造成前に調査を行った結
果、改変域の食草におい
て希少なチョウ類の卵、
幼虫、蛹は確認できな
かったため、幼虫等の移
設は実施しなかった。 
なお、造成前に改変域か
ら表土ごと株を採取し
て、当該種の食草（クサ
フジ、ツルフジバカマ、
ナンテンハギ、ワレモコ
ウ）を非改変域へ移植を
実施した（詳細は p.74
～79 参照）。 

注 1)環境保全措置の種類 

回  避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。  

低  減：継続的な保護又は維持活動を行うこと等により、影響を低減する。  

代  償：代用的な資源もしくは環境で置き換え又は提供すること等により、影響を代償する。 

注 2)「工事関係者への啓発」に係る環境保全措置の対象種として、評価書では「ハヤブサ」と記載され

ているが、「オオタカ」の誤りであるため訂正した。 
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表6.3-12(3) 環境保全措置（工事による影響） 

環境保全措置 
評価書に記載した 

環境保全措置の内容 

環境保全措置

の種類注) 
環境保全措置の実施状況 

雨水浸透の促進 

【ミズスマシ、ゲ

ンジボタル、ヘイ

ケボタル、オビカ

ゲロウ、ノギカワ

ゲラ、キタガミト

ビケラ】 

・現況の地表面を残し極力雨水

浸透を促すよう、森林土壌を

保全すべく極力伐根及び造

成を行わず、現況地形を活か

すよう、切盛エリアを限定す

る計画としている。 

・伐採後に根株を存置する範囲

や伐根を伴う地均しを行う

範囲においては、できる限り

地表面の攪乱を抑制し、森林

土壌の保全を図る計画とし

ている。 

低 減 

・切盛エリアの限定につ

いては、計画時に実施

済みである。 

・伐採・伐根範囲におい

ては、できる限り地表

面の攪乱を抑制して施

工した。 

注）環境保全措置の種類 

回  避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。  

低  減：継続的な保護又は維持活動を行うこと等により、影響を低減する。  

代  償：代用的な資源もしくは環境で置き換え又は提供すること等により、影響を代償する。 
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図6.3-2 コンディショニング対応フローチャート（希少猛禽類の繁殖時期への配慮） 
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図6.3-3 施工状況進捗図（希少猛禽類の繁殖時期への配慮に係るコンディショニング対応） 
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図6.3-4 希少猛禽類への配慮事項 
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写真6.3-8 希少猛禽類コンディショニングに係る騒音計設置状況（令和５年３月17日） 

 

 
バックホウ_造材式 

 
 

 
バックホウ 

 
 

写真6.3-9 低騒音型建設機械の使用状況（令和５年３月20日） 

 

 

 

超低騒音型適合ﾏｰｸ 

 

超低騒音型適合ﾏｰｸ 
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写真6.3-10 毎日の打合せ状況（令和５年３月23日） 

 

  

写真6.3-11 希少猛禽類への配慮事項に関する安全掲示板への掲示状況 

（令和５年３月10日） 
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① 希少なチョウ類の幼虫の食草の保全（移植）の実施状況 

希少なチョウ類の食草の保全（移植）の実施状況は、以下に示すとおりである。 

 

ア 移植の実施方法 

「(3) ①幼虫の食草の移植等を行う注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の生息状

況 ②注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の生息状況」に示したとおり、移植対象種

は、移植前調査により改変域内で生育が確認された希少なチョウ類の幼虫の食草４種

（クサフジ、ツルフジバカマ、ワレモコウ、ナンテンハギ）とした。 

また、移植対象種の移植地は県道138号沿いの法面２箇所とした。移植対象株の多

くは移植地と同じ、計画地内を東西に横断する道路沿いの法面に生育しており、移植

地と自生地は同等の環境である可能性があるため移植地として選定した。なお、移植

地周辺における移植対象種の自生株はワレモコウ以外確認されていない。 

移植は対象種の休眠期である冬季とした。また、土壌が凍結すると移植株の掘り取

り等の作業効率が低くなるため、土壌が凍結する前の令和４年12月に実施した。 

移植手順及び方法は表6.3-13に示すとおりである。 

 

表6.3-13 希少なチョウ類の幼虫の食草４種の移植手順及び方法（ブロック移植） 

作業手順 作業方法と留意点 

1 現地打合せ 

・移植前に移植対象株、移植地の状況を確認し、運搬経路、移植株配置

等の詳細計画を検討した。 

・原則、直射日光、風、直接的な雨垂れを避けるため、樹木の緑陰に配

置するよう考慮した。 

2 
移植箇所の 
マーキング 

・検討した移植株配置に基づき、移植前に移植箇所にマーキングを施し

た。 

3 移植地の整備 ・移植元と同程度の穴を用意し、必要に応じて支障木の伐採を行った。 

4 掘り取り 

・植物体を傷つけないように留意して、スコップや移植ごて等を用いて、周

辺の土壌ごとブロック状（縦 30 ㎝横 30 ㎝深さ 30 ㎝程度）に掘りとる。 

・地点ごとに移植資機材の消毒（消毒剤：ビストロン 10）を行った（写

真 6.2-2(1)（p.41）参照）。 

5 養 生 ・ポットに入れ、運搬中の植物体の乾燥及び損傷の回避に努めた。 

6 運 搬 
・運搬中の過度な乾燥を防ぐために、素早く運搬した。 

・落下などによる植物体の損傷に留意した。 

7 植え付け 
・移植株の根が細かい土と接触できるように土入れして、上から軽く抑え

た。 

8 潅水・養生 

・移植株の根全体にいきわたるように留意し、十分な量の潅水(メネデー

ル水溶液)を行った（写真 6.2-2(2)（p.41）参照）。 

・乾燥を防ぐため、落ち葉等を用いてマルチングを施した。 

9 
移植箇所への

ラベル設置 
・移植個体を識別するため、移植株 No.を記載したラベル杭を付した。 

10 

配置の記録・

ロープによる

移植地の囲い 

・移植株の配置を記録した。 

・移植エリアを明確にするための囲い（トラロープ）を設置した。 

・囲いは除草時に誤って切断しないよう地上 80 ㎝程度の高さに設けた。 
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イ 移植の実施状況 

移植の実施状況概要は表6.3-14に、実施期間は表6.3-15に示すとおりである。 

また、移植前の生育環境は写真6.3-12、移植株の位置図は図6.3-5、作業状況は写

真6.3-13(1)～(2)、作業完了状況は写真6.3-14に示すとおりである。 

冬季は対象種の休眠期間である点、潅水後の土壌凍結による植物体の損傷を回避す

る点から、同期間中の潅水は実施しなかった（移植直後を除く）。また、冬季期間中

は移植株の競合種は生じないため、競合種抑制のための除草は実施しなかった。 

なお、令和５年２月１日、３月16日・17日に移植地の点検を実施した結果、各移植

地の状況はイノシシの踏圧等もなく移植時と変化がないことを確認した。 

 

表6.3-14 希少なチョウ類の幼虫の食草の移植実施状況 

種 名 

移植前調査時 

の移植株数 

（地点数） 

移植地 

移植地別の 

移植株数 

（地点数） 

移植地の規模 

クサフジ  9( 2) 

移植地-食 B 

 8( 2) 

2ｍ×14ｍ ツルフジバカマ  8( 1)  6( 1) 

ワレモコウ  9( 4)  6( 3) 

ナンテンハギ 26(15) 移植地-食 A 25(14) 1ｍ×11ｍ 
注）「移植前調査時の移植株数（地点数）」と「移植地別の移植株数（地点数）」で数が異なるのは、移植前

調査時点（令和４年 10 月）から移植実施日（令和４年 12 月）までに個体が消失したためである。 

 

表6.3-15 希少なチョウ類の幼虫の食草の移植の実施期間 

種 名 移植の実施期間 

クサフジ 

令和４年 12 月 16、28 日 
ツルフジバカマ 

ワレモコウ 

ナンテンハギ 
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クサフジ ツルフジバカマ 

  
ワレモコウ ナンテンハギ 

写真6.3-12 希少なチョウ類の幼虫の食草の移植前の生育環境 

（令和４年10月13、25日） 



- 77 - 

図6.3-3 注目すべき種（昆虫類：チョウ類）の食草の移植地位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3-5 食草（４種）の移植地位置 

 

 

 

 

 

 

動物保全の観点から 

非公開 
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マーキング打設 移植箇所のマーキング 

  
移植箇所の穴あけ 移植株の掘り取り 

  
移植株の養生 移植株の運搬 

  
植え付け 潅水 

写真6.3-13(1) 希少なチョウ類の幼虫の食草の移植作業状況 

（令和４年12月16、28日） 
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マルチング 囲いの設置状況 

写真6.3-13(2) 希少なチョウ類の幼虫の食草の移植作業状況 

（令和４年12月16、28日） 

 

  
移植地-食Ａ 移植地-食Ｂ 

写真6.3-14 希少なチョウ類の幼虫の食草の移植完了後状況 

（令和４年12月28日） 
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(5) 環境影響評価の予測結果との比較 

環境影響評価の予測結果と事後調査結果との比較は、表6.3-16(1)～(2)に示すとお

りである。 

なお、現時点では、評価書に記載した環境保全措置を実施したところであり、今後、

事後調査を行い環境保全措置の効果を確認することになるため、評価書に記載した環

境保全措置や事後調査計画の見直しはない。 

 

表6.3-16(1) 予測結果と事後調査結果との比較（工事による影響） 

項 目 予測結果 事後調査結果 

幼虫の食

草の移植

等を行う

注目すべ

き種（昆虫

類：チョウ

類）の生息

状況 

ヒ ョ ウ

モ ン

チ ョ ウ

本 州 中

部亜種 

計画地内の日当たりの良い草地で

成虫を確認した。幼虫の食草とな

るワレモコウは計画地内の路傍で

確認しており、工事による直接的

影響が生じると予測する。 

改変域内のワレモコウに幼虫等は

確認できなかった。 

また、改変域内のワレモコウ６株を

非改変域へ移植した。 

今後、事後調査を行い、環境保全措

置の効果を確認していく。 

注目すべ

き種（昆虫

類：チョウ

類）の生息

状況 

ベ ニ モ

ン マ ダ

ラ 本 土

亜種 

計画地内のツルフジバカマが生育

する草地で成虫の生息を確認し

た。幼虫の食草となるクサフジ、

ツルフジバカマは、計画地内の非

改変区域や計画地外の路傍に点在

していることから、工事による直

接的な影響は小さいと予測する。 

改変域内のクサフジ、ツルフジバカ

マに幼虫等は確認できなかった。 

また、改変域内のクサフジ８株、ツ

ルフジバカマ６株を非改変域へ移

植した。 

今後、事後調査を行い、環境保全措

置の効果を確認していく。 

ア サ マ

シ ジ ミ

本 州 亜

種（中部

低 地 帯

亜種） 

計画地外の日当たりの良い草地で

成虫の生息を確認した。幼虫の食

草となるナンテンハギは計画地内

の非改変区域や計画地外の林縁や

路傍で確認していることから、工

事による直接的な影響は小さいと

予測する。 

改変域内のナンテンハギに幼虫等

は確認できなかった。 

また、改変域内のナンテンハギ 25

株を非改変域へ移植した。 

今後、事後調査を行い、環境保全措

置の効果を確認していく。 

ヒ ョ ウ

モ ン

チ ョ ウ

本 州 中

部亜種 

計画地内の日当たりの良い草地で

成虫を確認した。幼虫の食草とな

るワレモコウは計画地内の路傍で

確認しており、工事による直接的

影響が生じると予測する。 

改変域内のワレモコウに幼虫等は

確認できなかった。 

また、改変域内のワレモコウ６株を

非改変域へ移植した。 

今後、事後調査を行い、環境保全措

置の効果を確認していく。 

ヒ メ シ

ロ チ ョ

ウ 北 海

道・本州

亜種） 

計画地内外の日当たりの良い草地

で成虫を確認し、ツルフジバカマ

に産み付けられた卵を確認した。

幼虫の食草となるツルフジバカマ

は計画地内の非改変区域や計画地

外の路傍に点在していることか

ら、工事による直接的な影響は小

さいと予測する。 

改変域内のツルフジバカマに幼虫

等は確認できなかった。 

また、改変域内ツルフジバカマ６株

を非改変域へ移植した。 

今後、事後調査を行い、環境保全措

置の効果を確認していく。 
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表6.3-16(2) 予測結果と事後調査結果との比較（工事による影響） 

項 目 予測結果 事後調査結果 

注目すべ

き種（鳥類

：希少猛禽

類）の繁殖

状況 

ハ イ タ

カ 

計画地に隣接した樹林において営

巣地を確認したことから、営巣中

の個体については、工事による騒

音・振動の発生、視界に入る人工

物の動きにより、繁殖が阻害され

る可能性が考えられる。 

指標行動はトビに対する攻撃のみ

であったが、平成 29 年営巣木（令

和５年１月 13 日現地踏査時点で落

巣しているものと判断）近傍に執着

する行動の可能性が考えられた。 

このため、令和５年４月・５月にも

追加の猛禽類調査を行い、繁殖兆候

を確認するとともに、コンディショ

ニング対応フローに従い繁殖時期

への配慮を継続して行っていく。 

ハ チ ク

マ 

営巣地が計画地外であっても営巣

中の個体については、工事による

騒音・振動の発生、視界に入る人

工物の動きにより、繁殖が阻害さ

れる可能性が考えられる。 

令和５年３月時点で当該種は確認

できていない。 

オ オ タ

カ 

計画地の一部は繁殖期における高

利用域に含まれており、計画地外

であっても営巣中の個体について

は、工事による騒音・振動の発生、

視界に入る人工物の動きにより、

繁殖が阻害される可能性が考えら

れる。 

平成 30 年営巣地上空において指標

行動が確認されたが、香坂川左岸側

（計画地とは反対側）であり、計画

地より十分離れていることから、直

接的影響及び間接的影響は小さい

と考えられる。 

今後、事後調査により必要に応じて

環境保全措置を実施していく。 

その他の

注目すべ

き種（鳥類

：希少猛禽

類）の繁殖

状況 

ク マ タ

カ 

伐採等による植生の変化や騒音の

発生に伴い計画地周辺の利用の忌

避が生じる可能性が考えられる

が、生息環境は計画地周辺に広く

分布することから、工事による間

接的影響は小さいものと予測す

る。 

令和５年２月は巣材採取や並び止

まり、交尾の試みなどが確認された

が、同年３月は並び止まり、下方注

視、V 字飛翔が確認されたのみで、

直接的な繁殖に係る行動は確認で

きなかった。 

引き続き、令和５年４月・５月にも

追加の猛禽類調査を行い、繁殖兆候

を確認するとともに、コンディショ

ニング対応フローに従い繁殖時期

への配慮を継続して行っていく。 

ハ ヤ ブ

サ 

伐採等による植生の変化や騒音の

発生に伴う計画地周辺の利用の忌

避が生じる可能性が考えられる

が、生息環境は計画地周辺に広く

分布することから、工事による間

接的影響は小さいものと予測す

る。 

計画地外で指標行動を確認したが、

香坂川左岸側（計画地とは反対側）

であり、計画地より十分離れている

こと、過年度においても計画地直近

における繁殖を確認できていない

ことから、計画地周辺において繁殖

する可能性は低く、直接的影響及び

間接的影響は小さいと考えられる。 
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6.4 生態系 

(1) 調査目的及び調査内容 

工事中における生態系の事後調査内容のうち、本報告書で報告する内容は、

表6.4-1に示すとおりである。 

調査地点は、表6.4-2に示す地点とした。 

本報告では、オオタカ（上位性の指標種）の繁殖状況について報告する。 

なお、「6.2 植物」の調査結果に示したとおり、評価書で特殊性の指標種として

移植対象種としていたサクラソウについては、県の指定希少野生植物であり、希少性

が高いことから、現地で最新の生育地を確認しながら、改めて施工範囲（改変域）と

の調整を行った結果、生育地を全て施工範囲から除外することが可能となったため、

移植等の対象から除外することとした。 

 
 

表6.4-1 生態系の事後調査内容（工事中） 

環境要素 調査項目 調査対象種等 調査方法 調査期間等 

生態系 
オオタカ（上位性の指

標種）の繁殖状況 
オオタカ 

「6.3 動物」と

同様 

「6.3 動物」と

同様 

 

表6.4-2 生態系の事後調査地点及びその選定理由（工事中） 

調査項目 調査地点 選定理由 

オオタカ（上位性の指標種）の繁殖

状況 
「6.3 動物」と同様 「6.3 動物」と同様 

 

(2) 調査実施日・期間 

調査実施日・期間は、表6.4-3に示すとおりである。 

 

表6.4-3 生態系の事後調査実施日・期間 

調査項目 調査実施日・期間 備 考 

オオタカ（上位性の指標種）の繁

殖状況 
「6.3 動物」と同様 「6.3 動物」と同様 
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(3) 調査結果 

① オオタカ（上位性の指標種）の繁殖状況 

定点観察の調査結果は、表6.4-4及び写真6.4-1に示すとおりである。 

令和５年２月に１例、３月に３例確認した。 

３月に香坂川左岸側（計画地とは反対側）の平成29年及び平成30年繁殖巣上空で指

標行動を確認した。 

 

表6.4-4 定点観察の調査結果 

調査月 確認例数 内 容 

令和５年２月 1 ・計画地周辺で飛翔。 

令和５年３月 3 

・香坂川左岸側（計画地とは反対側）の平成 29 年及び平成 30

年繁殖巣周辺において下尾筒誇示、深い羽ばたき、波状飛翔な

どのディスプレイを行った。 

 

 

  

確認個体（成鳥雄）令和５年３月３日 ※下尾筒誇示 

写真6.4-1 定点観察の調査結果 
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(4) 環境保全措置の実施状況 

生態系に係る環境保全措置の実施状況は、表6.4-5(1)～(2)に示すとおりである。 

 

表6.4-5(1) 環境保全措置（工事による影響）の実施状況 

環境保全措置 
評価書に記載した 

環境保全措置の内容 

環境保全措置

の種類注) 
環境保全措置の実施状況 

繁殖時期の配慮 

【オオタカ】 

計画地外であっても猛禽

類の繁殖を阻害しないよ

う繁殖時期（１～８月）の

工事に配慮する。 

低 減 

・令和５年２月・３月に調査

を行ったところ、猛禽類の

繁殖兆候が見られたため、

４月・５月にも追加の猛禽

類調査を行うこととした。 

・コンディショニング対応フ

ローチャートを作成し、対

応 の 基 準 を 明 確 化 し た

（図 6.3-2(p.69)参照）。 

・現場施工管理における騒音

上限値を設定し、工事中の

騒音をモニタリングした

（写真6.3-8(p.72)参照）。 

コンディショニ

ング（馴化） 

【オオタカ】 

資材や建設機械は、計画

地周辺での繁殖の可能性

がある時期では搬入方法

に配慮するなど、影響が

予測される種が順応でき

るように配慮し、状況に

応じて、目隠し等の設置

を検討する。 

低 減 

資材や建設機械の搬入や稼働

は、繁殖兆候が見られた箇所

から遠い工区から始め、２週

間程かけ徐々に近くの工区へ

拡大するなどの配慮を行った

（図 6.3-3(p.70)参照）。 

騒音・振動の低減 

【オオタカ】 

低騒音型・低振動型の機

械の使用や騒音発生源を

防音シートで覆うこと等

により、騒音・振動を極

力低減する。また、施工

方法や工程等を十分に検

討して建設機械の集中稼

働を避け、効率的な稼働

に努める。 

低 減 

・建設機械は、超低騒音型を
採用し、騒音低減を図った
（写真 6.3-9(p.72)参照）。 

・調査対象期間では、防音シー
トは設置していない。今後、
工事の状況等に応じて、防
音シートの設置を検討す
る。 

・打合せの際に、建設機械の

稼働位置等が集中しないよ

う に 調 整 を 行 っ た （ 写

真 6.3-10(p.73)参照）。 

工事関係者への

啓発 

【オオタカ】 

工事関係者及び作業員に

対して、影響が予測され

る種が繁殖する可能性が

ある計画地外への繁殖期

の立ち入りを抑制するよ

う啓発を行う。 

低 減 

希少猛禽類への配慮事項とし

て、作業員の服装や作業に関

する注意事項をまとめた啓発

リーフレットを作成し、新規

入場者教育の際に周知徹底す

るとともに、安全掲示板に掲

示した（図 6.3-4(p.71)、写

真 6.3-11(p.73)参照）。 

注）環境保全措置の種類 

回  避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。  

低  減：継続的な保護又は維持活動を行うこと等により、影響を低減する。 

代  償：代用的な資源もしくは環境で置き換え又は提供すること等により、影響を代償する。 
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表6.4-5(2) 環境保全措置（工事による影響）の実施状況 

環境保全措置 
評価書に記載した 

環境保全措置の内容 

環境保全措置

の種類注) 
環境保全措置の実施状況 

希少なチョウ類

の幼虫等の移設 

【草地性チョウ

類】 

造成前に調査を行い、改

変域の食草で幼虫等が確

認された場合には、周辺

の食草への移設を検討す

る。 

低 減 

造成前に調査を行った結果、
改変域の食草において希少な
チョウ類の卵、幼虫、蛹は確
認できなかったため、幼虫等
の移設は実施しなかった。 

なお、造成前に改変域から表

土ごと株を採取して、当該種

の食草（クサフジ、ツルフジ

バカマ、ナンテンハギ、ワレ

モコウ）を非改変域へ移植を

実施した（p.74～79参照）。 

外来種の侵入抑

制・除草 

【コナラ群落、オ

ニグルミ・ヤマグ

ワ群落】 

・工事用車両の対策（付着

した種子等の洗浄）：出

入口付近に乾式タイヤ

洗浄機を設置し、工事

用車両が計画地に出入

りする際に、タイヤに

付着した種子等の移動

を低減する。 

・侵略的外来種の駆除：

工事中に、計画地内で

侵略的外来種の新たな

侵 入 が 確 認 さ れ た 場

合、可能な限り早期に

駆除する。 

低 減 

・工事用車両の対策、侵略的

外来種の駆除：未実施（令

和５年度以降に実施予定） 

・チップ化対象木の選定：侵
略的外来種のうちチップ化
すると断片から再生し分布
を拡大する恐れのあるハリ
エンジュについて、生育地
を確認し、チップ化対象木
から除外した上で選択的に
伐採し、場外搬出した。（詳
細は p.51～53 参照） 

濁水流入の抑制 

【サクラソウ】 

濁水流入によるサクラソ

ウ自生地への影響（洗堀、

水分条件の変化等）を低減

するため、透水性のフィ

ルター（ヤシロール等）を

設置し、濁水の流入を低

減する。 

低 減 

濁水流入防止対策の工法を再

検討した。評価書時点では透

水性フィルターの設置を計画

していたが、フィルターの設

置に代えて、自生地に濁水が

流入しないように施工範囲と

自生地との間に排水路を設置

することとした。 

注）環境保全措置の種類 

回  避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。  

低  減：継続的な保護又は維持活動を行うこと等により、影響を低減する。  

代  償：代用的な資源もしくは環境で置き換え又は提供すること等により、影響を代償する。 
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(5) 環境影響評価の予測結果との比較 

環境影響評価の予測結果と事後調査結果との比較は、表6.4-6(1)～(2)に示すとお

りである。 

 

表6.4-6(1) 予測結果と事後調査結果との比較（工事による影響） 

項 目 予測結果 事後調査結果 

在来種の

地域個体

による植

栽及び緑

化の状況

（典型性

の指標種

の代償措

置の効果

確認） 

コ ナ ラ

群落 

オ ニ グ

ルミ・ヤ

マ グ ワ

群落 

＜直接的影響＞ 

これらの植生は、工事による改変

を受けて、面積が減少するが、残

置森林や計画地外にも同様の植生

が分布しており、概して、調査範

囲全体に占める改変率は小さいこ

とから、工事による直接的影響は

小さいと予測する。 

＜間接的影響＞ 

改変域周辺では、日照、風当、水

分条件等が変化し、これらの植生

の一部が乾燥した環境を好む植生

へ変化する可能性がある。また、

侵略的外来種の種子や栄養繁殖体

が工事用車両等への付着によって

外部から持ち込まれ、植生の構成

種と種間競争が起こり、これらの

植生の面積が縮小する可能性があ

ると予測する。 

今後、事後調査を行い、環境保全措

置の効果を確認していく。 

サクラソ

ウ（特殊性

の指標種

：移植対象

種）の生育

状況 

サ ク ラ

ソウ 

＜直接的影響＞ 

工事による改変で 5 個体が消失

し、計画 地内にお け る改変率

は 20.8％であることから、工事に

よる直接的影響は小さいと予測す

る。 

＜間接的影響＞ 

直接的影響を受けない個体に対す

る間接的影響としては、環境条件

（日照、風当、水分条件等）の変

化、建設機械の稼働及び工事用車

両の走行により発生する粉じんの

付着に伴う光合成阻害、工事用車

両の走行に伴う外来種の侵入が考

えられるが、多くの個体は改変域

から距離が離れた地点に生育して

いることから、工事による間接的

影響は小さいと予測する。 

ただし、森林の伐採や造成面等か

らの濁水の発生、土砂の流入の影

響が考えられることから、工事に

よる間接的影響が生じる可能性が

あると予測する。 

現地で最新の生育地を確認しなが

ら、改めて施工範囲（改変域）との

調整を行った。その結果、全ての生

育株を施工範囲から除くことが可

能となった。このため、移植等は実

施しないこととした。 

また、今後、施工範囲と自生地の間

に排水路を設置して、濁水流入防止

対策を講じる予定である。 
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表6.4-6(2) 予測結果と事後調査結果との比較（工事による影響） 

項 目 予測結果 事後調査結果 

オオタカ

（上位性

の指標種）

の繁殖状

況 

オ オ タ

カ 

＜直接的影響＞ 

計画地内外で探餌行動を確認し

た。また、計画地外の 1 個所で繁

殖を確認した。本種の生息環境と

なる森林は、計画地外に広く分布

していることから、工事による直

接的影響は小さいと予測する。 

＜間接的影響＞ 

計画地の一部は繁殖期における高

利用域に含まれており、計画地外

であっても営巣中の個体について

は、工事による騒音・振動の発生、

視界に入る人工物の動きにより、

繁殖が阻害される可能性が考えら

れ、工事による間接的影響が生じ

ると予測する。 

平成 30 年営巣地上空において指標

行動が確認されたが、香坂川左岸側

（計画地とは反対側）であり、計画

地より十分離れていることから、直

接的影響及び間接的影響は小さい

と考えられる。 

今後、事後調査により必要に応じて

環境保全措置を実施していく。 

 

(6) 環境保全措置及び事後調査計画の見直し 

サクラソウは、評価書において、環境保全措置として「個体移植」を行い、事後調

査として「移植実施後の生育状況」を確認する計画であったが、今回、最新の生育地

を確認しながら改めて施工範囲（改変域）との調整を行った結果、全ての生育株を施

工範囲から除くことが可能となった。このため、サクラソウは、今後の方針を見直し、

個体移植及びその後の事後調査（生育状況の確認）を行わないこととした。なお、評

価書に記載した「サクラソウ自生地への濁水流入防止対策」では、透水性フィルター

の設置を計画していたが、フィルターの設置に代えて、自生地に濁水が流入しないよ

うに施工範囲と自生地との間に排水路を設置することとした。 
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